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八

世

紀
後
半
か

ら

十．一
、

二

世
紀
に

か

け

て

の

中
国
が

、

経
済
・

行
政
・

社
会
上
の

重
要
な

転
換
期
の
一

つ

に

相
当
す
る
こ

と
は

よ

く
知
ら

れ
て

い

る
。

華
南
へ

の

居
住
空

間
の

拡
大
と

土

地
開
拓
の

進
展
を

基
礎
に
、

貨
幣
経
済
・

信
用

制
度
・

商
業
組
織
が

発
達
し

て

流
通
の

拡

大
が

も
た
ら
さ

れ
、

そ
の

結
果

、

国
の

流
通
政
策
の

比

重
が

強
ま

り
、

国
家
財
政
は

、

従
来
の

直
接
税
を
主
体
と

す
る

こ

と

か

ら
、

財
政

収
益
の

過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1）

半
数
を

占
め

る

間
接
税
を
内
包
す
る

こ

と
で

成
立

す
る

に

至
っ

た
。

す
な
わ

ち
、

八

世
紀
末
の

租
庸
調

制
か

ら

両
税
法
へ

の

税
制
の

転
換
と

前

後
し

て
、

塩
税
・

商
税

・

茶
税
・

酒
税
等
の

商
業
課
税
が

重
要
な

財
源

と
し

て

新
た
に

制
度
化
さ

れ
、

整
備
の

度
合
を

加
え

な
が

ら

後
代
に

継

警
れ
て

ゆ

く
こ

と
に

な
る

の

蕩
翆

唐

袋
半
期
に

塩
税
の

施
行
さ

れ
た

直
接
の

要

因
に

は

募
兵
制
採
用
に

よ

る

軍

妻
増

加
や

、

安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

3
）

吏
の

乱
に

ょ

る

河
北

・

山
東
の

重

要
財
源
地
の

喪
失
に

起
因

す
る

財
政
の

緊
迫
が

ま

ず
挙
げ
ら

れ
る

が
、

そ
の

運
営
の

基
盤
に

は
、

こ

の

よ

う

な
流
通

経
済
の

進
展
が

存
在
し

て

い

た
。

　，
　

　
．

　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

．

　

唐
代
塩
専
売
制
度
の

研
究
は
、

専
売
施
行
の

も
た

ら
し

た

密
売
塩
（

私
塩
）

の

流
通
に

注
目
し

な
け

れ
ば

な

ら
な
い

と

と

も
に

、

塩
税

の

徴

収
を

成
立
さ
せ

た

制
度
的
側
面
の

追
求
が

同
時
に

重
要
で
あ
る

。

後
者
の

点
に

つ

い

て

は
、’

特
に

地
方
上
級
塩
税
機
関
で

あ
る

巡
院
に

関
す
る

　
　
　
　
唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）
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最
近
の

研
究
に

よ

り
、

専
売
制
度
運
営
の

行
政
組
織
の

実
態
が

明
ら
か

に

さ

れ

て

き
て

い

る
。

し

か

し
、

巡
院
と

と

も
に

産
塩
地
に

置
か

れ

塩

税
徴
収

を

管
掌
し

た

地
方
中
級

・

下
級
塩
税
機
関
（

塩
監
．

塩
場
）

の

実
態
は
、

い

ま
だ

明
確
に

さ
れ

て

は

お

ら

ず
、

そ
の

た

め

に
、

唐

代

の

塩
税
が

六

〇
〇
万
貫
を

超
え
る

収

益
を

あ

げ
て

国
家
の

中
央
財
政
収
入
の

半
ば

を

占
め

る

こ

と
が

可
能
に
な
づ

た
運

営
シ

ス

テ

ム

の

究
明
や

、

塩
政
と

北
方
軍
備
を

結
び
つ

け
た

後
代
の

軍
餉
政

策
に

継
承

さ
れ

て

ゆ
く

塩
専
売
制
度
の

原
型
が

唐
代
後
半
期
に

生
じ

た

原
因
の

解
明
が
、

な

お

不
明
の

ま
ま

残
さ

れ
て

い

る

と

思
わ

れ

る
。
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5
）

　

先
に

筆
者
は

、

前
稿
「

唐
代
塩
専
売
法
の

規
定
内
容
と

そ

の

効
力
　
　
塩

商
へ

の

特
権
付
与
を

中
心
に

ー
」

を

発
表
し
、

当
時
の

流
通

経

済

の

進
展
に

伴
っ

て

成
長
し

た

商
人

層
が

、

州
県
か

ら

行
政
的
に

独
立
し

た

地

方
塩
税
機
関
の

塩
籍
に

登

録
さ

れ
る

こ

と

で

特
権
を

保
証
さ

れ
、

専
売
税
の

直
接
の

担
税
層
に

な
っ

て

ゆ

く

点
に

、

専
売
制
の

成
功
し

た
一

因
が

あ
る

と
し

た
。

本
稿
は

、

前
稿
で

充
分
論
じ

得
な

か
っ

た
地

方

塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
に

注
目
し
、

中
央
財
政
収

入
に

不
可
欠
と
な
っ

た

塩
税
の

徴
収
が
、

唐
代
後
半
期
と
い

う
時
期
に

可
能
に

な
っ

た

要

因
に
つ

い

て

新
た

に

分
析
を

試
み
る

も
の

で

あ
る

。

そ
の

際
、

通
商
法
を

実
施
し

た

劉

晏
の

塩
政
以
後

、

専
売
制
が
一

応
機
能
し

た

八

世
紀
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

6
）

半
か

ら

九
世
紀
前
半
に

か

け
て

の

時
期
を

対
象
と

し
、

こ

の

時
期
に

唐
代
塩
税
収

入
の

七

割
か

ら

九
割
を

も

占
め
て
、

「

鹽
鐵
の

重

務、

根

本

は

江゚

淮
に

あ
り

」

（

杜
牧
『

樊
川
文
集
』

巻
十
三、

上
鹽
鐵
裴

侍
郎
書
）

と
い

わ

れ
た

江
淮
海
塩
を

掌
る

塩
政
を

中
心
に

考
察
し

て

ゆ

き

た

い
。

当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
7）

時
江
淮
地
方
は
、

単
に

塩
税
の

み
で

な

く、

両
税
を

含
め

た

最
も

重
要
な

国
の

財
源

地
と

な
っ

て

お

り
、

江
淮

海
塩
を

対
象
と

し

た

塩
政
の

研

究
は、

江
淮
地

方
に

重
点
を
置
い

た

唐
代
後
半
期
の

経
済
政
策
を

考
え

る

際
に

も
、

重
要
な

手

懸
り

に

な

り

得
る

と
思
わ

れ

る
。
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専
売
価

格
の

設
定

専
売
収
益
は

、

専
売
独

占
価
格
の

設
定
と
そ

の

運
営
・

管
理
に

よ
っ

て

も
た

ら

さ
れ
る

の

で

あ
る

か

ら
、

専
売
価
格
の

設
定

・

維
持
を
可
能

に

し

た

要
因
を

解
明
す
る

こ

と
が
、

専
売
制
の

維
持

・

存
続
を

解
明
す
る

こ

と
に

な
る

。

そ

こ

で

ま

ず
、

専
売
価
格
の

諸
特
徴
を

み

て

み

よ
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唐
代
の

塩
専
売
価
格
の

第
一

の

特
徴
に

は
、

統
一

価
格
が

挙
げ
ら

れ
る

。

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨、

塩、

貞
元
四

年
の

条
に

、

　
　
　
　
ロ
　

　

む

　
　

む
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ロ

　
　
む

　

　

ロ

　
　
　

　
　

自
此
江
淮
鹽
毎
斗
亦
増
二

百、

爲
錢
三

百
一

十、

其
後
復
増
六

十
、

河
中
兩
池
鹽
毎

斗
爲
錢
三

百
七

十
。

と
あ
る

の

を
は

じ

め
、

同
書
同
巻
に

、

　
　
　
　

　
　
　
　
　
む

　
　

む
　
　
　

　
　
鹽
鐵
使
李
銹
奏

、

江
淮
鹽
斗
減
錢
十

、

以
便
民

。

未
幾
復
舊

。

と

あ
り
、

ま

た

『

冊
府
元

亀
』

巻
四

九
三

邦
計
部、

山
沢
に

、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
む

　

　

む
　
　
む

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

む

　
　
む

　

　

む
　
　
む

　
　
〔

永
貞
元
年
（

八

〇
五
）

〕

九
月
癸
酉

、

度
支

使

奏、

江
淮
鹽
毎
斗
減
錢
乙

百
二

十、

摧
二

百
五

十
。

其
河
申
兩
池
鹽、

請
斗

減

錢

二

十

　
　
六、

椌
三

百
。

と
あ

る

よ

う
に
・

専
売
価
格
は

・

通

賞

潅゚
河
中
と

も
に

堕
価
格
で

あ
噸

墨

ま
た
・

専
売
価

漿
銅
銭
で

表
示
さ

れ
て

い

た

よ

う

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ー

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
に
、

銭
納
を

原
則
と

し

て

い

る

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
瀰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

連

曇
・

へー

江 准等 塩 税 虚 銭収 入 （万貫）

f
弖・
ψ．
…
…
：
’

…
f

ー
‘

尊

…

言
…
ー
−°
．

…

00
　
　

00
　
　
00
　
　
00
　

　
00
　
　
00
　
　
　
　

　

0
　
　

0Q
　
　
OO
　
　
O
　
　

O

6

5

4

3

2

1

　

7

6

5

4

3

1
　

　

　

　

1凸
　

　

　

　

1
　
　
　
　　
1
占

　

　

　
　

1
　
　
　
　　
1

唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

850Oー
両
税
法

年

1800

1700

珈

　
−o

　 図 1　 江 淮塩税収入 と江 淮専売価格の関

註【1） 金 井 之忠 「唐 の 塩法」 『文化』 5 の 5pp ．40−

　　 42− 3 の 唐代塩価表，塩収表 ， r新唐書』54食
　　 『冊府元 亀』 493邦計部， 山沢 を参 照 し て 作成

　（2｝ 実銭収入 は 推算 に基 づ く数字や 概数 を含む 。

こ

と

が

第
二

の

特
徴
に

挙
げ
ら

れ
、

専
売
施
行
前
の

市
場
塩
価

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

（

8）

が
一

斗
一

〇
銭
で

あ
っ

た
こ

と

を
考
え

る

と
、

非
常
に

高
く

価

格
が

設
定
さ

れ
て

い

る

こ

と

が
、

第
三

の

特
徴
に

数
え

ら

れ

る
。

　
た
だ
し
、

専
売
価
格
の

こ

れ

ら

三

つ

の

特
徴
が

常
に

完
全
に

　
　
三
（

西
（
）
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唐
代
後
半
期
に
お

け
る
江

淮
塩
税
機
関
の

立
地

と

機
能
（

妹
尾
）

製塩業者
　　1

1薦 買入れ圃
　　↓
塩税機関
　　］

政府売渡 し価格
　（専売価格）

　　　 ↓
　　塩　商

［亟 − 蜀
　　 　 　　 ↓
　　 　 　消費者

図 2　 塩の流れと専売価格

塩
税
収
入
の

虚
銭
収

入
（

物
納
品
の

過
大
な

評
定
価
格
に

基
づ

く

収
益
）

・

実
銭
収
入
（

実
際
の

市
場
価
格
に

基
づ

く
収
益
）

　
　
　
　
　
　
°
　

　
（
11
）

の

は

こ

の

時
か

ら
で

あ
る

、

専
売
価
格
の

急
騰
し

距
時
期
と

虚
銭
が

顕
在
化
す
る

時
期
の

一

致
し

て

い

ゐ

こ

と
か

ら
、

要
因
は

、

物
品
の

過

大
評
価
に

よ
っ

て

従
前
の

専
売
価
格
と
の

価
格
差
を
少

な

く
さ
せ
、

制
す
る

こ

と

に

求
め

ら
れ

る
。

虚
銭
は

こ

れ
よ

り

唐
代
を

通
じ

て

存
続
し
、

て
、

塩

商
へ

実
質
的
な

割
増
手
当
が

与
え

ら
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
。

割
増
支
給
の

額
は

相
違
し、

実
際
に

は
、

そ

れ

ぞ
れ

定
め
ら
れ

て

い

た
と

考
え
る

の

が

妥
当
で

あ
ろ

う
。

　
し

か

し
、

統
一

専
売
価
格
の

設
定
が

市
場
塩
価
に

影
響
を

与
え
た

こ

と

も

事
実
で

あ

る
。

陸
贄
『

唐
陸
宣
公
翰
苑
集
』

巻
四

議
減
鹽
価
詔
に

ば
、

建
中
三

年
の

専
売
価
格
の

高
騰
が

市
場
塩

価
の

上
昇
・

私
塩
の

多
発
化
を

招
来
し

、

民
衆
の

生
活
に

危
機
の

生
じ

て

い

る

こ

と

が
論
じ

ら

　
　

（
13
）

れ
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

　
む
　
　
む

　
　
む

　
　

近
者
軍
費
目

増、

摧
價
日

重
。

至

有
以
穀
一

斗
易
鹽
一

升
。

本
末
相
踰、

科
條
益
峻

。

念
彼
貧
匱、

何
能
自
滋

。

五

味

失

和、

百

疾

生

　
　

害
。

以
茲
夭
斃

、

實
爲
痛
傷

。

江
淮

塩
税
収
入
と

江
淮
専
売
価
格
の

関
連
を
示

す
先
の

図
1
か

ら
も
、

専
売
価
格
の

急
騰
が
、

市
揚
塩
価
の

高
騰
を
招
き

私
塩
の

多
発
と

官
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
（

三
〇

）

保
た

れ

て

い

た

わ

け
で

は

な
い

。

劉
晏
の

塩
政
改
革
時
か

ら

既
に

絹
に

よ

る

塩

税
の

物
納
は

許
さ

　
　
　
（
9）

，

れ

て

お

り
、

さ

ら
に
、

河
北
諸
藩
鎮
の

乱
に

対
処
し

て

建
中
三

年
（

七
八

二
）

に
、

江
淮

専

売

価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

10
）

格
が
」

拳
に
一

斗

＝
○

銭
か

ら
一

斗
三
一

〇
銭
に

値
上
げ
さ
れ

た

際
、

次
の

様
に
、

塩
税
の

物

納
が

大
幅
に

認
め

ら
れ

た
。

　
　
　

包
佶
爲
沐
東
水
陸
運

兩
税
鹽
鐵
使、

許
以
漆
器
、

瑤
瑁

、

綾
綺
代
鹽
便

。

雖
不
可
用
者
亦
高

　
　
　

估
而
售
之、

廣
虚
數
以

罔

上
（

「

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

区
別
が

明
確
に

生
じ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚
銭
の

生
じ

た

直
接
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
売
価
格
の

急
騰
に

よ

る

官
塩
の

需
要
の

後
退
を

抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
税
に

見
合
う
以
上
の

塩
を

塩
商
に

与
え
る

こ

と

と

あ

い

ま

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
し

て
、

各
塩
税
機
関
の

立
地
や

塩

質
の

相
違
に

応
じ

て

虚
銭
額
や

塩
の

各
産
塩

地
の

塩

税
機
関
ご

と
に
、

消
費
地
へ

の

輸
送
費
用
距
離
や

塩
の

品
質
に

応
じ

た

専
売
価
格
が

N 工工
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の

流
通

停
滞
に

よ
っ

て

専
売
収
入

を

減
少
さ
せ

（

七

八

三

年
〜

）

、

逆
に

、

専
売
価
格
の

低
下
が
、

市
揚
塩
価
の

安
定
を

招
い

て

官
塩
流
通
を

促

進
し

専
売
収
入

を

増
加
さ

せ

て

い

る

（

八

〇
五

年
〜

）

こ

と
が

窺
え
る

。

こ

れ

ら

の

こ

と
は

、

各
産
塩
地
に

よ
っ

て

専
売

価
格
の

相

違
が

見

ら

れ
る

と

し

て

も
、

な

お

統
】

専
売
価
格
が
、

各
塩
税
機
関
の

売
り

渡
し

価
格
の

設
定
に

際
し

て
、

一

応
の

目
安
と

な
る

基
準
価
格
と

し

て

作
用

し

て

い

た

こ

と

を
示

し
て

い

る

と

思
わ

れ

る
。

　
要

す
る

に
、

唐
代
江
淮
海
塩
専
売
価
格
の

特
徴
に

は
、

原
則
的
に

、

e
統
一

価
格、

⇔
銭
納、

⇔

高
価
格
が

挙
げ
ら

れ
、

こ

れ

ら
三

つ

の

特

徴
を

有
す
専
売
価
格
の

設
定

・

維
持
を

可
能
に

し

た

要
因
を

考
察
す
る

こ

と
で

、

専
売
制
の

維
持

・

存
続
の

要
因
を

解
明
し

て

ゆ

く
こ

と
は
、

一

応

許
さ
れ

よ

う
。

な
お
、

通
商
法
下
の

専
売
価
格
は

、

図
2
の

よ

う
に

産
塩
地
で

の

政
府
売
渡
し

価
格
（

卸
売
価
格
）

を

指
し
、

消

費

市

場

の

小

売
価
格
を

意
味
す
る

の

で

は
な

い
。

．

N 工工
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こ

の

章
で

は
、

ま

ず
ー

で
、

専
売

価
格
の

設
定
さ

れ

た
江

淮
地
方
の

主

要
な

塩
税
徴
収
機
関
を
確
定
し

て
、

そ

の

立

地
を

検
討
し
、

次
に

2

で
、

大
運

河
整
備
に

伴
う

江
淮
地

域
経
済
の

進
展
が
、

塩
税
機
関
の

立
地
を

促
し

た
こ

と

を

論
じ

て

み

よ

う
。

そ

し

て
、

経
済
発
展
の

進
行
す

る

大
運

河

東
部
に

主

要
な

塩
税
徴
収
機
関
の

集
ま
っ

た

こ

と

が
、

統
一

価
格
で

銭
納
の

専
売
価
格
の

設
定
を

容
易
に

し

た

点
を

指
摘
し

て

み

よ

　
む

h

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　厂

1

主

要
塩
税
徴
収

機
関
の

立

地

　

唐
代
後
半
期
の

江
淮
地

方
の

主
な

専
売
機
関
は

巡
院
・

塩

監
・

塩
揚
で

あ

り
、

そ
の

う
ち
巡
院
と

塩
監
に

関
し

て

は

高
橋
継
男
氏
の

論
考
が

　
　
　
（

14
）

存
在
す
る

が
、

な

お

塩
監

．

塩

場
等
の

地
方
専
売
機
関
は

詳
論
さ
れ
て

は

お
ら

ず
、

主

要
な

塩

税
徴
収
機
関
が

ど
れ
で

あ
る

の

か

も

ま
だ

不
明

　
　
　
　
唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　

五
（

一
蕘
）



The Historical Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Hlstorloal 　Soolety 　of 　Japan

　
　

　
　

唐
代
後
半
期
に

お

け
る
江

淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
　
　

六
（

一
五
二

）

の

ま

ま

残
さ

れ

て

い

る
。

そ
こ

で

こ

こ

で

は
、

従
来
充
分
に

論
じ

ら

れ
て

い

な
い

地

方
中
級
・

下

級
専
売
機
関
で

あ
る

塩
監
と

塩

場

に

注

目

し
、

こ

れ

ら
の

専
売
機
関
が
、

産
塩
地
に

置
か

れ
た

巡
院
と

と

も
に

唐
代
江

淮
海
塩
産
地
の

主
要
な

塩
税
徴
収
機
関
で

あ
り

、

政
府
の

専
売
価

格
は
、

産
塩

地
に

置
か

れ

た

塩
監
を
主

対
象
と
し

て

設
定
さ
れ

て

い

た

こ

と

を

考
察
し

て

み

よ

う
。

　
ま

ず、

塩
監
か

ら

検
討
す
る

と
、

『

輿
地

紀
勝
』

（

巻
四

〇

淮
南
東
路、

泰
州、

古
迹、

海
陵
倉
）

に

は
、

『

元
和
郡
県
志
』

の

文
を

引
い

て
、

九

世
紀
初
め

頃
の

江
淮
沿

海
部
の

代
表
的
な

四

つ

の

塩
監

、

す
な

わ

ち

揚
州
の

海
陵
監
・

楚
州
の

塩
城
監

・

浙
西
蘇
州
の

嘉
興
監
・

杭
州
の

臨
平

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

15）

監
の

存
在
が

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〔

天

下

　
　

元
和
郡

縣
志
云

、

（

中
略
）

今
海
陵
縣
官
置

鹽
監
一

、

歳
煮
鹽
六

十
萬
石

。

而
楚
州

鹽
城

、

浙
西

嘉
興

・

臨
平
兩
監

、

所
出
次
焉

。

計
毎
歳

　
　

鬆
所

收
鹽

利

當
租

甦
ダ
之
一

（

〔

〕

は

『

太
平

簟
記
』

巻

δ
三

淮

霑
暴
州

土

産

担

海
陵
県
）

・

こ

れ

ら

四

監
の

う
ち

塩
城
監
に

関
し

て

は
、

同
書
巻
三

九
（

淮
南
東
路、

楚
州、

風
俗
形
勝
）

に

同
じ

く、

『

元
和
郡

県
志
』

の

文
を

引
き
、

年
間

の

規
定
製
塩
額
を
四

五

万
石
と
し

て

い

る
。

　
　

唐
鹽
課
四

十
五

萬
石
翫
齣
翻
鸛
鴎
懾
f
飴
砧
沖

雕

黼
艦
ゴ

暢
融
離

蜊
M16

）

ま
た

南
宋
の

紹
興
の

地
志
『

嘉
泰
会

稽
志
』

巻
十
七

塩
に

は
、

唐
代
越
州
に

置
か

れ

た

蘭
亭
監
の

製
塩

額
が
四

〇
万
六

〇
七

四

石
｝

斗
と

記
さ

れ
て

い

る
。

　
　

唐
越
州

有
蘭
亭
監、

官
塲
五

。

（

中
略
）

配
課

鹽
四

十
萬
六

千
七

十
四

石
】

斗
。

　
こ

の

よ

う
に

、

揚
州
海
陵
監
の

製
塩
額
が
六

〇
万

石、

塩
城
監
四

五

万
石
、

蘭
亭
監
四

〇
万
石
と

す
る

と
、

主
要
な

塩
監
の

製
塩
額
は

四

〇

万
石
か

ら
六

〇
万
石
に

の

ぼ
っ

た

と

思
わ

れ
、

実
際
に
、

『

文
苑
英
華
』

巻
八

〇

八

（

記、

公
署
下
）

に

載
せ

ら
れ

た

顧

况
の

嘉
興
監
記
に

よ

れ

ぼ
、

貞
元
十
七

年
（

八

〇
一
）

当

時、

江
淮
沿
海
部
の

基
幹
的
な

地
方
塩
税
機
関
で

あ
る
一

〇
の

塩
監
の

う
ち

、

六
つ

の

代
表
的
な

塩
監

の

製

塩
規
定
額
が
三

〇
〇

万

石
に

の

ぼ
っ

て

い

た
こ

と

が

知
ら

れ
る

。

　
　

正

徳
利
用

、

阜
財
足
食

、

國
之
本
也

。

天

寶
末
天
下
兵
起、

乾
元
初
上

司

奏
議、

宜
以

鹽
鐵
之
職、

惣
以
祗

稷
之

臣、

幹
乎

山

海
之

利、

N 工工
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以

富
人
也

。

淮
海

・

閾
駱、

其
監
十
焉

。

嘉
興
爲
首

。

朝
廷
以
是
鑷
貸
恒
賦、

賀
乎
大

内
。

（

中
略
）

相
國
劉
公、

嘗
以

大

監
．

小

州

不

　
　
相
若
也

。

故
其
職
員
不
忝
乎
爵
秩

。

其
刀
布
必

倍
於
租

入
。

（

中
略
）

前
使
張
侍
郎
滂
・

王

尚
書
緯

、

惣
其
卜
式

．

弘
羊

之

計、

逾

有

採

　
　
山

煮
海
之

鴛

輩
蠱
興

灘
彎

蠶
薦

身

聳
蠹
譯
暫

罍
作

人

壷
人

各
得
其

町

　
す
な
わ

ち
、

九
世
紀
初
め

頃
の

江

淮
沿
海
部
に

は
一

〇
の

塩

監
が

存
在
し

て

産
塩
地
の

製
塩
を
統
轄
し
、

そ

の

う
ち

代
表
的
な

六
つ

の

塩
監

の

製
塩

規
定
額
は

三

〇

〇
万
石
に

の

ぼ

り
、

特
に

揚
州
海
陵
監
と

蘇
州
嘉
興
監
を

始
め

と

す
る

四

塩

監
の

製
塩
額
が

高
か
っ

た

の

で

あ
る

。

そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

も
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
し

し
て
、

『

文
苑
芙
華
』

嘉
興
監
記
の

文
中
に
、

「

相
國
劉
公
（

劉
晏
）

、

嘗
て

以
ふ

に

大
監
・

小

州
相
い

若
か

ざ
る

な

り
。

ゆ

え
に

、

そ
の

職
員、

　
　
　
う

む

ほ

ご

ご

り

む

む

む

む

　

む

　

　

　

　

　

う

爵
秩
を

忝
け
ず

。

そ

の

刀

布
必

ず
租

入
に

倍
す
」

と

あ

り
、

ま
た

「

塩
（

監
）

人
・

賈
人
お

の

お

の

そ

の

所

を
得
」

と

も
あ
る

よ

う

に
、

嘉
興

監
で

塩

商
に

塩
が

売
り

渡
さ

れ

塩
税
が

徴
さ
れ

て

お

り、

塩
監
が

塩
税
の

徴
収
に

当
っ

て

い

た

こ

と

が
わ

か

る
。

　
塩
監
の

塩
税
徴
収
は
、

杭
州
の

臨
平
監
が

睦
州
の

塩
商
の

販

塩
額
を
規
定
し

て
い

る

こ

と
（

『

樊
川

文
集
』

巻
＋
三

上
塩
鉄
裴

侍
郎
書
）

や、

塩

監
の

塩

籍
に

塩
商
が

登

録
さ
れ

販
塩
量
が

規
定
さ

れ
て

い

る

こ

と
（

『

文
苑
英
華
』

巻
四

二
一
二

翰
林
制
詔、

会
昌
二

年
四

月
二

十
三

口

上
尊
号
赦
文
）

か

ら

も
わ

加
翻

。

ま
た

、

長
安
で

振
り

こ

ま

れ
た

送
銭
手
形
の

決
済
が

巡
院

・

塩
監

・

塩
場
で

行
わ

れ
、

客
商
の

商
活
動
を

利
用
し

て

塩
税
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

18）

部
は

首
都
に

運
ば
れ

て

お

り、

長
安
で

塩
税
を

徴
収
し

産
塩
地
の

塩

監
で

塩
を

受
け
と
る

こ

と

も
一

時
定
め

ら

れ
た

。

　
こ

れ

ら
の

点
か

ら
、

塩
監
が

重
要

な

塩
税
徴
収
機
関
で

あ
っ

た

こ

と

が
わ

か

る

が
、

し
か

し

唐
代
後
半
期
に

は

塩
監
以
外
に

も
、

内
陸
部
に

巡
院
が

置
か

れ

て

塩
税
の

収
税
に

当
・

て

藁
納

霧゚

藍
院

゜

場
゜

常
平

塩
等
の

名
称
を

も
つ

専
売
機
関
で

収
税
の

行
わ

れ

た

・

と

も

確
か

で

臥

解

そ

こ

で

次
に

、

八

世
紀
後
半
に

通

商
法
を
始
め

て

唐
代
塩
専
売
の

基
礎
を

築
い

た

劉
晏
の

塩
政
を

参
照
し

て
、

主

要
な

塩
税
徴

収
機
関
の

存
在
を
確
定
し

て

み
よ

う
。

　

劉
晏
の

設
置
し

た

専
売
機
関
に

関
す
る

包
括
的
な

記
述
は

、

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
に

あ
り
、

場
と

監
の

年
間
塩
税
徴
収
額
百
余
万

貫
が

　
　
　
　
　
（

21
）

述
べ

ら
れ

て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

　
む

　
　

呉
・

越
・

揚
・

楚
、

鹽
廩
至

數
千、

積
鹽
二

萬
餘
石

。

有
漣
水

・

湖
州
・

越
州

・

杭
州
四

場、

嘉
興

・

海
陵

・

塩
城
．

新
亭

．

臨
平
．

蘭

　
　
　
　

唐
代
後
半
期
に
お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

七
（

一
五一一一
）
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唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩

税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
（

苙
四

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　

む

　
　
亭

．

永
嘉
．

大
昌

．

候
官
・

富
都
十
監、

歳
得
銭
百

餘
萬
緡、

以
當
百
餘
州
之

賦
。

自
淮
北
置
巡
院

十

三
、

日
（

十
三

巡

院
名
称
略
）

、

捕

　
　
私
鹽
者

。

姦
盗

爲
之
衰
息

。

こ

の

う
ち

監
（

塩
監
）

が
、

劉
晏
の

塩
政
に

お
い

て

主

要
な

塩
税
徴
収
機
関
で

あ
っ

た
こ

ど
は
、
−

同
じ

く

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
志
に
、

泡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

　
　
於
是
上
鹽
法
輕
重
之

宜、

以

鹽
吏
多
則
州
縣
擾、

出
鹽
郷
因
舊
監
置
吏

・

亭
戸
糶
商
人
、

縱
其
所
之

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

碆

と

あ
る

こ

と
か

ら

明
瞭
で

あ

る
。

こ

の

こ

と
は

『

資
治
通
鑑
』

巻
二

二

六
（

建
中
元

年
秋
七

月
）

に

も

同
じ

こ

と

を

述
べ

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　

む

　
　
但
於
出
鹽
之

郷
置
鹽
官

、

收
鹽
戸
所
煮
之

鹽
、

轉
鬻
於
商
人
、

任
其
所
之

。

自
餘
州
縣、

不

復
置
官

。

 

と

あ

り
、

文
中
の

塩
官
は
、

先
の

『

新
唐
書
』

食
貨
志
の

監
に

相
当
し

て

塩
監
を

指
し
て

い

る
こ

と

か

ら
、

産
塩
地
に

置
か

れ

た

塩
監
が
、

製

塩
業
者
（

亭
戸
．

塩
戸
）

か

ら

塩
を

集
荷
し

て

塩
商
へ

売
渡
し

専
売
税
を

徴
収

す
る

中
心
的
な

機
関
で

あ

り
、

内
陸
州

県
に

は

塩

監
に

匹

敵

す

る

塩
税
徴
収
機
関
は

置
か

れ
て

い

な
か
っ

た
こ

と
が

わ
か

る
。

『

通
典
』

食
貨
一

〇
に

は
、

「

自
兵
興
上
元
以

後
（

七
六

〇
〜

）

、

天

下
出

鹽
各
置

む

　
　

む

鹽
司
、

節
級
槽
利、

毎
歳
所
入、

九
百
餘
萬
貫
文
」

と

あ

り
、

産
塩
地
に

設
け
ら

れ
た

こ

の

塩
司

も
、

先
の

史
料
と

照
合
す
る

と

塩
監
を

主
に

指
し
、

そ
こ

で

塩
税
徴
収
の

行
わ

れ

た
こ

と

を

述
べ

て

い

る

と

思
わ

れ
る

。

　
江
淮
産
塩
地
を

対
象
と

し

た

専
売
価
格
の

設
定
が

、

劉
晏
以
降
も
継
承

さ
れ
て

い

る

こ

と
か

ら

端
的
に

わ

か

る

よ

う
に

（

図
−

参
照
）

、

塩
の

輸
送
費
や

人

件
費
を

要
す
る

内
陸
部
州
県
で

の

塩
税
徴
収
を

や
め

、

産
塩
地
の

塩
監
を

中
心

に

塩
税
を

徴
収
し

て

塩
商
に

塩
の

運
搬
を
委
ね

る

劉
晏
の

塩
政
は
、

そ
の

後
の

唐
代
の

塩
政
に

も

基
本
的
に

継
承
さ

れ
た

と

考
え

ら
れ

る
。

『

旧
唐
書
』

巻
四

八

食
貨
上
で

は
、

塩
院
（

監
院
）

で

専
売
価
格
の

設
定
さ

れ
た

こ

と

が

示
さ
れ
て

い

る
。

　
　

〔

長
慶
元
年
（

八

二
一
）

鑛
使
王

播
〕

又

奏
諸

毳
院

鑽
付
商
人
・

請
毎
斗
加
五

弋

逋
舊
三

百
文
價

・

諸
〔

道
〕

塵
烈

鹽

鑼

　
　
置
小
鋪
糶
鹽

、

』

母

斗
加
二

十
文、

逋
舊
二

百
九
十

文
價
（

〔

〕

は

『

唐
会
要
』

巻
八
八

塩
鉄

、

〈

〉

は
『

冊
府
元

亀
』

巻
四

九
三

邦
計
部、

山

沢
）

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芻
）

巡
院
が

塩
院
と

も
呼
ば

れ
る

こ

ど
か

ら

こ

の

塩
院
に

も
巡
院
の

意
の

あ
る

こ

と
は

確
か
で

あ
る

が
、

こ

の

塩
院
が

巡

院
の

み
を

指

す

と

す

る

と
、

当
時
の

代
表
的
な

塩

税
徴
収
機
関
で

あ
る

塩
監
が

脱
落
す
る

こ

と
に

な

り

実
情
に

そ

ぐ
わ

な

く
な
る

。

塩
院
の

語
が

塩
監
を

指
す
場
合
も
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転
聡

ま

た

塩
（

、鹽
）

院
は

宇
体
か

ら

し

ば
し

ば

監
院
と

通
じ
・

監

院

藍
監

・

巡
院
両
者
を

指
す
用
例
の

あ
・

・

と

は

既
に

論
証
さ
れ

て

い

（

25
）

る
。

井
塩
の

産
塩
地
で

は

『

旧

唐
書
』

巻
四

八
食
貨
上
に

「

〔

元

和
〕

十
年
（

八
一

五
）

七

月、

度
支
使
皇
甫
鋳
奏
加
峽
内
四

監
・

劔

南

東
西

川
・

山

南
西

道
鹽
估

、

以

利
供
軍
」

と

あ
る

よ

う
に
、

峡
内
の

四

つ

の

塩
監
、

お
よ

び

剣
南
東
西
川

・

山
南
西
道
の

産
塩
地
で

専
売
価
格
が

設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

％）

定
さ
れ

て

お

り
、

河
中
池
塩
の

場
合
も
、

塩
地
に

お
か

れ
た

塩
税
機
関
で

塩
税
が
徴
収
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ

ら
か

ら
、

江
淮
海
塩
の

専
売
価
格

の

設
定
さ

れ
た

先
の

『

旧

唐
書
』

食
貨
志
の

塩
院
は
、

塩
監
と

産
塩
地
の

巡

院
の

両
者
を

指
し

、

そ
の

揚
合
に

も
、

製
塩
地
近
く
に

立
地
し

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補（
2

）

製
塩
を

総
轄
す
る

塩
監
が
、

劉
晏
の

塩
政
以
来
江
淮
に

お
け

る

専
売
価
格
の

主
な

設
定
機
関
で

あ
っ

た

と

考
え
て

よ

い

だ

ろ

う
。

．

さ
て

、

先
の

『

旧
唐
書
』

食
貨
に

よ

る

と
、

九
世
紀
の

前
半
に

は

塩
院
よ

り
も

低
く

煎
塩
停
場
で

も
専
売
価
格
が

設
定
さ
れ

て

い

た
。

煎
塩

停
揚
と

は
、

塩
監
の

管
下
に

産
塩
地
の

製
塩
現
場
に

置
か

れ

た
、

通
常
塩
場
と

称
さ
れ
る

地

方
下
級
塩
税
機
関
で

あ

り
、

運
塩
費
の

負
担
少
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

解）

く
、

塩
を

運
ぶ

塩
商
へ

の

優
遇
措
置
の

た

め

特
に

低
く

専
売
価
格
が
設
け

ら
れ

た
と

思
わ

れ
る

。

先
引
の

『

新
唐
書
』

の

四

場
（

漣
水
．

湖
州
．

・

越
州
・

杭
州
）

の

う

ち
、

杭
州
揚
は

、

沿
海
部
の

製
塩
地
に

設
け

ら
れ

た

塩
場
の
一

つ

で

あ
る

と

思
わ
れ

、

沈
亜
之
の

杭
州

揚

壁

記
（

『

沈
下

賢
文

集
』

巻
六
）

は
、

そ
の

よ

う
な

塩
場
の

塩
税
徴
収
の

実
態
を

伝
え
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

儲
〕

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　
〔
酷
〕

　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

（

監）

　
　
國
家
始
以
輪
邊
事
塞
不
足
於
用
、

遂
鹽
鐵
・

権
沽
爲
助、

使
吏
分
曹、

計
其
入

。

於
郡

縣
近
利
之
地
、

得
爲
院
・

鹽
・

揚
之

署
、・

以
差
高

　
　
下

之

等
。

顧
杭
州
雖
〔

一
〕

揚
耳

、

然
則
南
派
巨
流

、

走
閥
咼

・

甌
越
之
賓
貨

、

而
鹽
魚

・

大
估
所
來
交
會

、

毎
歳
官
入
三

十
六

萬
千
計

　
　
〔

六

字
一

作

以
億
計

〕

。

近
歳
淮
河
之
間、

頗
聞
〔

其
〕

費
（

〔

〕

は

『

文
苑
英
華
』

巻
八
〇
七

杭
州
揚
壁

記
）

。

こ

れ
に

よ

る

と
、

杭
州
場
は
、

地

方
下
級
塩
税
機
関
の

塩
場
の
｝

つ

に

す
ぎ
な
い

が
、

交
通
の

便
に

恵
ま
れ
て

塩
場
と

し

て

は

例
外
的
に

高
収

入
を
あ

げ
て
い

た

こ

と

が
わ

か

る
。

し

か

し
、

一

般
的
に

は
、

塩
場
は

塩
監
の

管
轄
下
に

数
揚
設
置
さ

れ
、

『

嘉
泰
会

稽

志
』

巻

十

七

塩

に

「

唐
越
州
有
蘭
亭
監

。

官
塲
五

。

日

會
稽
東
翳

・

會
稽
西

蕩
・

餘
姚
塲

・

懐
逡
蕩
・

地
心

蕩
」

と

あ
る

よ

う
に
、

製
塩
地
を

小
分
割
し

て

塩

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

　

む

　

　

　
　
　
む

集
荷
・

分
配
を
管
轄
し

て

い

た
の

で

あ
る

。

蘇
州
の

嘉
興
監
の

管
下
に

も
、

「

嘉
興
監

徐
浦
下

蠣

糴

鹽

官
」

（

『

太
平
広
記
』

巻
三

〇
五

神、

李
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

28
）

禽

出
『

通
幽
記
』

）

の

名
が

見
え

、

地
方
下

級
塩
税
機
関
の

塩
場
が

塩

監
の

管
下
で

製
塩
者
か

ら
の

塩
の

購
入
を

掌
っ

て

い

た
こ

と
が

窺
え
る

。

　
　
　
　

唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
（

亶
五

）
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩

税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Q
（

一
五
六

〉

蘇
州
華
亭
県
白
砂
郷
に

は

徐
浦
揚
と
い

う
地
名
が

あ

り
（

『

八

瓊
室
金
石

補
正
』

巻
七
二

右
内
率
府
兵
曹
鄭
準
墓
誌
）

、

白
砂
郷
は

宋
代
で

は

華

亭

県

東
南
一

百
二

十

里
に

位
置
し

て

お

り

（

『

紹
熙
雲

間
志
』

巻
上
郷
里
）

、

唐
代
の

徐
浦
下

場
は

宋
代
の

蔡
廟
揚
と
い

う

塩
場
の

あ

た

り
に

存
在
し

て

い

た

ら

し
い

（

同
書
巻
中
祠
廟、

蔡
侍
郎
廟
）

。

と

す
る

と
、

唐
代
後
半
期
に

浙
西

杭
州
湾
北
岸
の

塩
揚
は

か

な

り

東
部
ま

で

分
布
し

て

い

た
こ

と

に
な

り
、

杭
州
場
か

ら
こ

の

徐
浦
下
場
に

至
る

沿
海
部
に

は
、

他
に

も

さ
ら
に

い

く
つ

か

の

塩
場
の

存
在
し

て

い

た
こ

と
が

想
定
で

き
る

。

実
際
に

、

『

冊
府
元
亀
』

巻
四

九
四

（

邦
計
部、

山

沢
）

に

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　

む

　
　
む

　

　

む

　
　
〔

開
成
〕

二

年
（

八
三

七
）

三

月
乙
酉

、

鹽
鐵
使
奏
得
蘇
州

刺
史
盧
商
状、

分
鹽
塲
三

所
隷
屬
本
州、

元
糶
鹽
七

萬
石

、

加
至

十
三

萬
石

、

　
　

倍
收
税
額

、

直
迭
價
錢

。

と

あ
り、

蘇
州
の

三

つ

の

塩
場
の

存
在
が
わ

か

り
、

塩
場
に

お
い

て

塩
が

売
り

渡
さ
れ
て

い

る

こ

と

も
知
ら
れ
る

。

ま

た

開

成

三

年
（

八

三

八
）

、

淮
南
の

沿
岸
に

到
着
し

た

円

仁
は
、

掘
港

庭
と
い

う
地
の

東
南
で

塩
官
の

存
在
に

触
れ
て

い

る

（

『

入

唐
求
法
巡
礼

行
記
』

巻
一

承

和
五

年
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

29）

月
二

日
）

。

宋
代
に

は

こ

の

地
に

掘
港
東
陳
場
と

石
港
場
の

塩

場
が

存
在
し

て

い

る

こ

と

か

ら
も

、

唐
代
に

既
に

淮
南
沿
海
部
に

も

塩

場

の

置

か

れ
て

い

た

こ

と
が

推
定
で

き

る
。

　

正

確
な

数
は

不
明
だ
が

唐
代
の

塩
場
は

以
上
の

よ

う
に

、

各

塩
監
の

管
下
に

数
場
存
在
し
、

九
世
紀
前
半
に

は

塩
監
と

と

も
に

塩

税
の

徴
収
を

掌
っ

て

い

た

の

で

あ
る

。

李
翩
『

李
文
公
集
』

巻
十
四
（

墓

誌、

唐
故
福
建
等
州
都
団
練
観
察
處
置
等
使
兼
御
史
中
丞
贈
右
散
騎
常
侍
獨
孤
公
墓
誌
）

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

ロ

　
　

元
和
九

年
（

八
一

四
）

拜
右
拾
逡
上
疏、

請
各
令
觀
察
使
充
本
道

鹽

鐵

使、

揚
・

監

之

任、

悉
歸
州
縣

、

罷
去
管
摧
吏、

以
除
百
姓

之
患

。

と

あ
り
、

専
売
機
関
廃
止
の

上
奏
の

出
さ
れ

た

際、

塩
監
・

塩
場
の

収
税
か

ら

州
県
に

よ

る

塩
税
の

徴
収
に

移
管
す
る

必

要
の

述
べ

ら

れ
て

い

る

こ

と

は
、

塩
監
・

塩
場
が
、

専
売
価
格
の

設
定
さ

れ
る

当
時
の

主

要
な

塩
税
徴
収
機
関
で

あ
っ

た
こ

と

を

明
示
し

て

い

る

と

考
え
て

よ

い

だ

ろ

う
。

　

こ

こ

で
、

各
塩
監
の

立

地
を

具
体
的
に

検
討
し

て

み

る

と
、

一

〇
の

塩
監
の

う
ち

代
表
的
な

六
つ

の

塩
監
は
と

も
に

江
淮

地
方
の

大
運

河
東
部

に

立
地
し
、

製
塩
地
と

消
費
地
を

結
ぶ

運

塩
河
ー
大
運
河
の

存
在
を

前
提
と

し

て

機
能
し

て

い

た
こ

と
に

気
づ

く
。

ま

ず、

揚
州

海
陵
監
は
、
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（

30
）

宋
・

開
宝
七

年
（

九
七

四
）

に

塩
場
と
の

距

離
を

少
く
す
る

た

め

東
方
の

如
皐
県
へ

監
治
を
移
し

て
い

る

こ

と

か

ら
、

唐
代
に

お
い

て

は

海

陵

県
城
内
に

置
か

れ
て

い

た
と

思
わ

れ
る

。

杭
州
臨
平
監
は

、

運
塩
河
と

大
運

河
の

接
す
る

要
地
に

置
か
れ

て

い

た
。

『

元
豊
九
域
志
』

巻
五

両

浙
路
の

杭
州
仁
和
県
に

は

臨
平

鎮
の

名
が

見
え

，

そ

の

位
置
は

臨
安
府
東
四

五

里

と
い

う
（

『

咸
淳
臨
安
志
』

巻
二

〇
疆
域
）

。

こ

の

鎮
を

二

万
五

千
分
の

一

地
形
図
で

み

る

と
、

杭
州
湾
北
岸
か

ら
西
に

延
び
た

運
塩
河
が

、

唐
代
の

江
南
河
に

相
当
す
る

運
河
と

接
す
る

位

置

に

あ

る
。

唐

代
の

臨
平
監
は
、

杭
州
塩
官
県
や
銭
塘
県
の

製
塩
地
に

繋
る

運

塩
河
が

大
運
漑
と

接
す
る

要
地
に

立
地
し

た

と

考
え

ら

れ
よ

う
。

越
州
蘭
亭
監

は
、

有
名
な

蘭
亭
が

黻
州
城
西

南
二

七

里
に

あ
っ

た
こ

上
（

『

太
平
寰

宇
記
』

巻

九
六
）

か
ら

、

お

そ

ら

く
蘭
亭
に

近
い

越
州
城
西
の

浙

東

河

上

　
　
　
　
丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
鴇
酷

、

窪

唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江

淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

／

ぴ

監 の立地 と産

■ 塩監（an
−fは 代表 的6塩 璧

Q 唐代 の 主要 産 塩 地 （
『
新 F，

　 地理志 ， 食 貨 志，『元 和郡

　 に 依 る）
軍 漢代の 塩 官（

『
漢書』地理

　 に 依 る）

一 鑓／

0　　　　　　　 300 
1．一．．一．．L ．．．．一

一
一
（

一

毫
）
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図 4　 唐代江淮デル タにおける塩税機関の立地〜宋代 と比 較 し て〜
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re（1） 巡院ρ存在は，高橋維男註乙．　f唐後半

　　　期 に搾け る 度支使 ・塩鉄転運使 系巡院i

　　 、の 設置 に つ い て 」 所掲 巡 院 表，宋 代塩

　　　政機関の 立 地 は，戴裔嶂 『宋代鈔 塩制

　　　度 研 究』 第 1 編 第 1 章，r威 淳臨 安

　　　志』e紹熙 雲間志』 『橄 水 志 』 『宝 慶 四

　　　明志』 『嘉泰 会 稽 志 』 『昌国州図 志』 等

　　　を参 照 。 塩場の 置廃 は頻繁 に 行 われ た

　　　が ，
一一度su置 され た場 合 は 図示 し た 。

　  　運 河 の 位 置 は ， 青 山 定雄 『唐宋時代の

　　　交 通 と地誌地図の 研究』，斯 波義信「宋

　　　代江南 の 水利 と定 住に つ い て 」 附図宋

　　　代江南の 水文 略図 （布月潮渥編 r唐宋

　　　時 代の 行政 ・経済地図の 作製研究成果

　　　報 告』 1981年所収 ） を 参照 。

　〔3｝ 海塘の 位置は，本 田治 「宋元時代浙東

　　　の 海塘 に つ い て 」 r中国水利史 研 究 』

　　　9 ，
「唐宋時代両浙淮南の 海 岸線 ｝C．つ

　　　 い て 」 『唐 宋 時 代 の 行 政 ・経済地 図 の

　　　｛乍製 研 究 成果 報 告』 所収，譚其驤 「
：
t

　　　海市大陸部分的海 陸変遷 和 開 発過程」

　　　『文史論 叢 』 （1974） 所収 を参照 。

　（4） 唐代 の 塩場は 文献 で 確認で き る もの だ

　　　 け で あ り，実際 の 数 は こ れ よ り多い と

　 　 　 思 われ る。

　   　海岸線 は 現在の 状態を示 す 。

揚
」

分

註
に

、

「

縣
東
南
一

百
八

十
歩

。

、

唐
日

富
都

、

十
監
之
一

也
。

以

喪
亂
廢

。

か
ら
九

宋
代
の

昌
国
県、

す
な
わ

ち

舟
山
島
に

置
か

れ
て

い

た
こ

と
が

判
明
す
る

。

宋
代
の

昌．
国
県
管
下
の

製
塩
額
は

慈
溪
県
を

除
く
明
州

全

県
の

五

七

％
を
占
め

て

灘
・

蔘
ら

く

唐
代
で

も

舟
山

島
は

浙

棗
部
沿
海
部
の

主

覆
産

篭
で

あ
・

た
と

思
わ

れ
、

そ
の

ゆ
え

に

富
都

監
が

そ
の

地
に

置
か

れ

た

の

で

あ

臥

甥
・

ま

だ・

新
亭
監
は

『

新
啓
書
』

地
瑤
志
の

記

載
か

ら

従
来
杭
州
に

あ
る

と

さ

れ
て

き

た
が

、

南
宋
台

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
む

　

　
む

　

　
む

　
　
む

州
の

地

志
『

嘉
定
赤
城
志
レ

巻
七

（

公

廨
阿
四

、

臨
海
）

に

「

新
亭
鹽
監

、

在
縣
東
南
六

十
里

。

今
廢
」

と

あ
り
、

そ
σ

註
に

「

按
、

武
烈
帝
廟

記
・

乾

符

二

年
（

八

七
五
）

新
静
監
給
官
莫
從
昆
重
建
堂
宇

。

又

九
國
志
亦
載
元
昭
知

台
州
新
融
鹽
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

台
州
臨
海
県
東
南

の

蘿
県
附

誓
立

地
し

た

と

考
え

旁
糞
当
で

爨
・

永

纛゚
候
官
監
も
そ

れ

ぞ
れ
・

温

州

永
嘉
県．
・

福
州

警
県
の

県
城
内
も
・

く

ば

近
辺

の

要
地
に

置
か

れ
た

の

で

あ
ろ

う
。

　

以
上
の

考
察
に

基
づ
い

て

塩
監
の

立

地
と

唐
代
の

海
塩
の

主
な

産
塩
地
ど
の

関
係
を

示
し

た

も
σ

が

図
3
で

あ
る

。

海
岸
線
」

帯
に

主
な

産

塩
地
幡

分
布
し

て

お

り、

塩
専
売
の

施
行
さ

れ
た

当
初
は
、

地
方
分
権
勢
力
の

手
に

帰
し

た

華
北
沿
海
部
を

除
く

華
南
沿
海
の

産
塩
地
の

多
く

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

（

35
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
（

36）

に
、・

塩
税
機
関
（

監
院
田

塩
監
） ．

が

設
置
さ

れ

た

と

思

わ

れ

る
。

こ

れ

を

劉
晏
は

、

江
淮

地
方
の

九
の

塩
監
の

み
に

限
定
し

た
。

そ

れ
を

契
機

　

　

　
　

唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
二
（

一

亮
）

に

立

地
し

た
と

考
え

て

誤
り
な
か

ろ

う
。

宋
代
で

も
通
州
に

新
設
さ

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　

　
（

31
）

れ
た

利
豊
監
ば
、

通
州
城
西
南
方
三
、

四

里
の

地
点
に

立
地

し
、

仁

和
監
は

繭
安
府
城
内
の

運

河

上

に

あ

り
（

『

咸

淳
臨
安
志
』

巻一

＝

橋

道

仁
和

県
な
ど

）

、

塩
監
は

県
城
内
外
の

要
地
に

置
か

れ

た
。

蘇
州

嘉
興
監
や

楚
州
塩
城
監
も

、

県
城
内
か

も
し

く
は

県
城
近

辺
の

交
通

上
の

要
衝
に

置
か

れ

た
と

思
わ

れ
る

。

　

と
こ

ろ

で
、

従
来
不

明
で

あ
っ

た

富
都
監
は
、
．

南
宋
明
州
の

地
志

『

宝

慶
四

明
志
』

巻
二

〇
（

昌
国
県

志、

倉
庫
場
務
等
）

の

「

正

監

鹽

　

　
　

皇
朝
端
拱
二

年
（

九
八

九
）

八

月
十
五

日

復
建
」

と

あ
る

こ

と

　

　
（

32
）
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唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

四
（

一
六

〇

）

に

製
塩
の

集
中
が

急
速
に

進
展
し

た
と

思
わ

れ
、

既
述
の

よ

う
に
、

九
世
紀
初
め

に

は

江
淮
大
運

河
東
部
の

六
つ

の

塩

監
（

a

〜
f

）

が

製

塩

の

忠
と
な

り
、

そ
の

う

ち

大
運

河
上
か

そ

れ

に

隣
接
し

た

四

つ

の

塩
監
（

・

〜
d

）

が

特
に

高
い

製
塩
額
で

知
ら
れ
・

さ

ら
に

淮
南
の

海

陵

監
（

b
）

と

浙
西
の

嘉
興
監
（

。

）

が

江
淮
を

代
表
す
る

塩
監
に

な
っ

て

き
た

。

そ

し

て
、

安
史
の

乱
を

機
に

華
北
沿

海
部
の

重
要
産

塩

地

を

失
っ

た

唐
朝
が

、

漢
代
と

対
照
的
に
、

江
淮
産
塩
地
に

製
塩

・

塩

税
徴
収
の

基
盤
を

置
い

て

い

た
こ

と

も
こ

の

図
か

ら

明

瞭
で

あ

る
。

　

図
4
は
、

唐
代
後
半
期
に

お

け
る

製
塩
と

塩
税
徴
収
の

中
心
で

あ
る

六
つ

の

塩
監
（

a

〜
f

）

の

立

地
し

た

江
淮
大
運

河
東
部
に

焦

点

を

合

せ
、

宋
代
の

塩
監

．

塩
揚
と

比

較
し

な

が

ら

図
化
し

た

も
の

で

あ
る

。

宋
代
の

塩
監
の

立

地
は

開

拓
進
展
を

背
景
に

生

産
地
指
向
で

あ
る

が
、

唐
代
は
、

消
費
地

と

生
産
地
そ
れ

ぞ

れ
に

牽
引
さ
れ

て

お

り
、

概
し

て
、

消
費
市
場
に

近
接
す
る

交
通
上
の

要
地
に

立

地
し

て

い

る

（

bcd

．

）

。

・

れ
は

、

当
時
の

開
拓
状
態
や
、

通
商
法
が

施
行
さ

れ
て

蠱
へ

の

塩
商
の

到
来
の

便
が

は
か

ら

れ
た

た
め

で

あ
る

と

思

わ

れ ．

解
ま

た

塩
揚
は、

各
塩
監
の

管
下
に

数
場
存
在
し

て
、

当
時
の

江
淮
デ

ル

タ
に

お
け

る

開
拓
の

最
前
線
を

形
成
し
て

い

た

の

で

あ
る

。

　
要
す
る

に
、

専
売
価
格
の

設
定
さ

れ
る

唐
代
江
淮
地

方
の

主

要
な

塩
税
徴
収
機
関
は

塩
監
を

主
と

す
る

産
塩
地
の

塩

税
機
関
で

あ

り
、

沿

海

部
十

塩
監
の

中
で

製
塩
額
の

高
い

六

塩
監
は
、

大
運

河

上
か

そ

れ

に

連
結
す
る

運

河
流
域
に

置
か

れ
、

そ
の

う
ち

さ

ら
に

揚
州
海
陵
監
と

蘇
州

嘉
興
監
を

代
表
と

す
る

四

塩
監
に

製
塩
の

集
中
が

進
ん

で

い

た
の

で

あ

る
。

こ

の

よ

う
に
、

運

塩
費
に

大
差
の

な

い

産
塩
地
に

主

要
塩
税
徴

収

機
関
が

立
地
し

た
こ

と
が
、

統
｝

価
格
の

設
定
を

促
し

た

と
い

え
る

が
、

さ

ら
に

経
済
の

進
展
す
る

江

淮
大
運
河
東
部
の

要
地
に

主

要
塩
税
徴

収
機
関
が

集
ま
っ

た

た
め

に
、

江
淮
統
一

価
格
で

銭
納
を
原
則
と
し

た

専
売
価
格
の

設
定
が

容
易
に

な
っ

た

こ

と

を

論
じ

て

み

た

い
。

2

立

地
を

促
し

た

要
因

　
安
史
の

乱
に

よ
っ

て
、

従
来
の

河
北
沿
海
部
の

重
要
な

産
塩

地
を

喪
失
し
、

江
淮
地

方
が

財
源
地
と

し

て

特
に

重
視
さ
れ
て

き

た
こ

と
が
、

主
要
な

塩
税
徴
収
機
関
が

江
淮
に

集
中
し

て

立

地
し

た

直
接
の

要
因

で

あ
る

。

ま

た

江
淮
地
方
が

、

安
史
の

乱
後
も

比

較
的
唐
朝
の

行
政
組
織

の

安
定
し

た

地
方
で

あ
っ

た
こ

と
が

専
売
制
の

運

営
の

前
提
に

あ

り
、

塩
田

の

造
成
・

拡
張
の

た

め

に

広

大
で

平
担
な

海
岸
線
に

恵
ま

れ
て
い

N 工工
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た

こ

と

も

立
地

を

促
す
要
因
の
一

つ

で

あ
る

。

　

し

か

し
、

以

上

の
行
政

・

自
然
条
件
と

関
連
し

な
が

ら

さ

ら
に

重

要
な
の

は
、

専
売
制
施
行
時
に

江
淮
の

地
域
経
済
が

進
展
し
つ

つ

あ
っ

た

事
実
で

あ
る

。

隋
代
に

開
鑿
さ

れ

た

大
運

河
は
、

そ

の

後
整
備
を
加
え

官
運

・

民
運
の

輸
送
能
力
を

高
め

て

華
北
の

市
場
と

華
南
の

物
資
を
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

結
し

、

江
淮
地

域
経
済
を
急
速
に

進
展
さ
せ

て

製
塩
業
の

発
達
に

影
響
を

及
ぼ

し

た
。

大
運
河
の

開
鑿
と

そ

れ
に

伴
っ

て

行
わ

れ

た

運
塩
河
．

運

塩
支
渠
の

開

鑿
・

整
備
は
、

塩
輸
送
費
を

減
少
し

輸
送
費
用
距
離
を

短
縮
し

て

塩
の

市
場
圏
を

押
し

拡
め
、

結
果
的
に

生

産
（

製
塩
）

を

刺

激
し

た

と

思
わ

れ

る
。

そ

し
て
、

製
塩
技
術
の

進
展
・

製
塩
量
の

増
加
の

見
ら
れ

た

江
淮
地
方
は
、

大
量
の

人
口

南
遷
に

よ

る

消
費
量
の

拡
大

と

製
塩

労
働
力
の

増
大
に

よ
っ

て

さ

ら
に

流
通
圏
を
拡
げ

て

製
塩
量

を

増
加
し
、

専
売
制
施
行
の

素
地
を

形
成
し

て

き

た
の

で

あ

る
。

そ

こ

で
、

交
通
が

改
革
さ

れ
生

産
が

向
上
し
、

人
口
の

増
加
す
る

江
淮
地
方
に

主
な

塩
税
徴
収
機
関
の

集
ま
っ

た
こ

と

が
、

江

淮
の

統
｝

価
格
で

銭

納
の

専
売
価
格
の

設
定
を

容
易
に

し

た
こ

と

を
、

こ

こ

で

論
じ

て

み

よ

う
。

　

先
掲
の

杭
州
揚
が

、

一

つ

の

塩
場
と
し

て

例
外
的
に

高
い

三

〇
数
万

貫
も
の

収

税
を
あ
げ

る

こ

と

の

で

き
た

の

は
、

大
運

河
の

基
点
に

位
置

し
、

銭
塘
江
と

海
運
と

を

控
え

た

要
地
で

あ
っ

た

か

ら

で

あ

り
（

九
頁
）

、

大
運
河
上
に

位
置
し

た

と

思
わ

れ

る

蘇
州

嘉

興

監

も
、

「

端

介

之

節、

風

彩
自
高、

繼
夫
漕
運
、

波
委
陸
盗

。

此
天
下
之
利
器
也
」

（

『

文

苑
英
華
』

巻
八

〇
八

嘉
興
監
記
）

と
あ

る

よ

う
に
、

水
運
の

便
の

良

さ

が

高
収
入
と

結
び
つ

い

て

い

る

様
が

窺
え

る
。

塩
税
収
入
の

増
加
に

成
功
し
た

塩
鉄
転
運
使
の

劉

晏
や

李
巽
が
、

大
運
河

・

運
塩
河
の

整
備
に

努

　
　
　
　
　
　
　
　
（

39V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40
）

め

た

と

思
わ

れ
る

こ

と

や
、

塩
鉄
転
運

使
王

播
が
、

大
運

河
と

運
塩
河
の

接
す
る

揚
州
城
南
東
の

水

運
整
備
を

行
っ

た
こ

と

な
ど

も
、

交
通
の

整
備
と

塩
の

生
産

・

流
通
と
の

密
接
な

関
連
を

想
定
さ
せ

る
。

　
塩
が

重
い

商
品
で

あ
り

輸
送
費
を

費
す
こ

と

は
、

唐
宋
の

専
売
論
争
の

際、

塩
の

流
通
の

問

題
が
し

ば
し

ば

取
り
上

げ
ら

れ
て
い

る

こ

と

か

ら

窺
え
る

。

唐
代
九
世
紀
前
半
に

河
中
池
塩
を

対
象
と

し

た

官
売
法

施
行
論
が

出
さ

れ

た

際、

官
売
法
論
者
が
二

〇
〇

里
ご

と

に

毎
斤
二

文
の

輸
送
費
を
官
塩
の

価
格
に

プ

ラ
ス

す
る

必

要

を

論
じ

る

の

に

対
し

、

そ

れ
で

は

通

商
法
下
で

の

塩
価
と

変
ら

ず
利
点
は

な

い

と
通

商
法
論
者
は

反
論
す
る

（

『

韓
昌
黎
集
』

巻
四

〇

論
変
塩

法
事
宜
状
）

。

ま

た
、

北
宋
咸
平
四

年
（

一

〇
〇
一
）

当
時
施
行
さ

れ
て

い

た

官
売
法
に

対

す
る

通

商

法

　
　
　
　

唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

五
（

一
六一
）
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唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

六
（

一
六

二

）

．

施
行
論
の

中
に

、

「

商
旅
自
齎
文

引
、

直
於
亭
場
請

鹽、

不
占
饋
運

、

官
船
不
費
修
葺
功
料
」

（

『

宋
会
要
』

食
貨
二
一
二

の

二

四
・

二

五
）

と

あ

り
、

陽
道
二

年
（

一

〇
三

三
）

に

再
び

出
さ

れ
た

通

商
法
施
行
論
に

も
、

「

歳
罷
漕
運

糜
費
、

風
水
覆
溺

、

舟
人

不
陷
刑
辟
」

（

『

宋
史
』

巻
】

八

二

塩
中

、

淮
南
路
）

と

あ
る

よ

う
に
こ

通
商
法
の

利
点

と
し

て
、

費
用
の

か

さ
む

運

塩
費
を

塩
商
に

委
ね

ら

れ
る

こ

と

が

挙
げ
ら
れ
て

い

る
。

こ

れ

ら

の

こ

と
は

、

官
運
と

と
も
に

民

運
の

場
合
も

塩
の

輸
送
費
が

大
き
な

問
題
で

あ
っ

た
こ

と

を
示

す
。

・

と

り
わ

け
、

海
塩
の

運
搬
は

流
れ

を
潮
っ

て

吋
陸
部
の

消

費
地
ま

で

運
ば
ね

ば

な
ら

な
い

の

で
、．

五

代
・

宋
初
で

も

河
中
池
塩
の

倍
以

上
の

運
塩
費
を

甄
肥

、

交
通
路
の

整
備
の

必
要
性
は

大
き
い

。

　
従
っ

て
、

交
通
路
の

整
備
は

輸
送
費
を

要
す
る

塩
の

運
搬
を

円
滑
化
し
、

塩
の

流
通
圏
を

拡
げ

て

結
果
的
に

生

産
の

向
上

を

も
た
ら

す
と

考

え

ら
れ

る
。

江
淮
デ

ル

タ
を

南
北
に

貫
く

幹
線
と
し

て

の

大
運

河
の

開
鑿
・

整
備
は

、

大
運
河
の

支
線
と

し

て

東
西
に

延
び
る

運
河
の

開
鑿
・

整
備
を

促
し

た
。、

専
売
制
の
施
行

さ
れ

た

時
に

は
、

既
に

、

淮
水
か

ら

山

東
に

至
る

新
漕
渠
や

、

揚
州
か

ら

淮
南
沿
海
部
に

延
び
る

運
塩
河、

杭
州
ど

甬
江
を

結
ぶ

浙
東
河
な

ど
が

機
能
し

℃

お

レ、

そ

の

後
も
さ

ら
に

運

河
網
は

拡
大
・

整
備
さ
れ

た
（

図
4
参
照
）

。

垂

拱
四

年
（

六
八

八
〉

に

泗
州
漣
水
県
と

海
州
・

沂
州

．

密
州
を
連
結
す
る

新
漕
渠
の

開
鑿
さ
れ

た
こ

と

は
、

『

新
唐

書
』

巻
三

八
（

地

理
志

、

泗

州
、

漣
水
県
）

に

見

え
、

そ
の

う
ち

海
州
か

ら

漣
水
県
に

至
る

漕
渠
が
、

宝
応
年
聞
（

七

六
二

〜
三
）

に

修
復
さ

れ
た

こ

と
が

『

唐
語
林
』

巻
五

（

補
遣
）

に

記
さ
れ

て

い

る
。

　
　
海
州

南
有
溝
水

。

上
通
淮
楚

。

公
私
漕
運

之
路
也

。

寶
応
中

、

堰
破
水
涸、

魚
商
絶
行

。

州

差
東
海
令
李
知
遠
主
役
修
復

。

こ

の

文
に

塩
と

流
通
を
と

も
に

す
る

魚
の

商
入
の

往
来
が

記
さ
江
℃
い

る

こ

と

や
、

後
代
に

は
こ

の

漕
渠
が

運
塩
河

と

称
さ
れ

て
い

る

こ

と
か

ら
、

海
州
の

製
塩
地
と

淮
水
と

を

連
結
す
る

運

塩
河
が

、

七

世
紀
末
に

淮

北
に

生
じ

た
こ

と
が

わ
か

る

（

図
4

）

。、

ま
た
、

『

入
唐
求
法
巡

礼

行

詔
』

巻
一
、

開
成
三

年
（

八

三

八
）

七

月
十

八

日

の

条
に

は
、

円

仁
の

通
っ

た

淮
南
の

運

塩
河
の

様
子
が

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

　
，

早

朝
、

公

私
財
物、

運
舫
船

。・

巳
時

、

録
事
以
下
水

手
已

上、

從
水
路
向
州
去

“

水

牛
二

頭
、

以

繋
卅
餘
舫、

或
維
三

艘
爲
｝

船、

或
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　

む
　
　
む

　

　

む

　
　
む

　

　

む

　
　
　
　
　

サ

　

　

む
　

　

ロ

　
　

む
　
　
　
　
　

ロ

　
　

む

　

　

ロ

　
　
む

　

　

　

　
　

ゆ
　
　
ロ

　

　

む

・
．

二

隻
爲
一

船
、

・

以
纜
續
之

。

前
後
之
程

難
聞

。

相
喚
甚

、

征
稍
疾

。

掘
溝
寛
二

丈
餘

、

直
流

无

曲
。

是
師
隋
煬

帝
所
掘
矣

。
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（

42
）

こ

の

掘
溝
は
、

揚
州
海
陵
県
の

東
部
沿
海
部
に

あ

る

掘
港
場
と
い

う
塩
揚
附
近
か

ら
、

如
皐
鎮
に

向
か

う

運
塩

河
で

あ
る

。

こ

の

運
塩
河
は
、

如
皐
鎮
か

ら

さ
ら
に

西
に

延
び

海
陵
県
を

経
て

大
運

河
と

連
結
し

て

お

り
（

図
4

）

、

円
仁
は

如
皐
鎮
の

西

方

で
、

塩

官
（

お

そ
ら
く

海
陵
監
）

の

塩
船
が

塩
を

官
運
し

て

い

る

様
を
目

撃
し
、

次
の

様
に

記
し

て

い

る
。

　
　

鹽
官
船
積
鹽

、

或
三

四

船
、

或
四

五

船
。

雙
結
續
編

、

不
絶
數
十

里
、

相
隨
行

。

乍
見
難
記
、

甚
爲
大
奇
（

『

入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

巻
一

、

　
　
七

月
二

十
一

日
）

。

こ

の

よ

う
に
、

沿
海
産
塩
地
と

大
運
河
を
連
結
す
る

運
塩

河
が
、

お
そ

ら

く
大
運
河

開
鑿
を

契
機
と

し

て

淮
南
に

も

生
じ

た

の

で

あ
る

。

浙
西

で

は
、

蘇
州
華
亭
県
と

東
部
沿
海
部
の

製
塩

を

繋
ぐ
塩
鉄
塘
（

図
4
）

が
、

既
に

漢
代
呉
王

演
の

治
下
で

開
か

れ

た

と

い

う
（

『

雲
間
志
』

巻
中

水、

塩
鉄
塘
）

。

こ

れ

は

宋
代
の

伝
説
で

は
あ

る

が
、

一

方
、

元
和
中
（

八

〇
六

ー
二

〇
）

蘇
州
華
亭
県
城
南
の

運
河
上
に

数
十

隻
の

塩
船
が

繋
が

れ
て

い

た

こ

と

も

見
え
（

『

太
平
広
記
』

巻
四

〇
二

宝
、

守
船
者

、

出
『

原
化
録
』
）

、

華
亭
県

東
南
沿
海
部
に

唐
の

塩

場
（

徐
浦
下
場
）

も
存
在
し

て

お

り
、

こ

の

地
方
に

運
塩
河
が

唐
代
に

既
に

存
在
し

て

い

た
こ

と

は

間
違
い

な
い

。

ま
た

、

杭
州
湾
北
岸
の

製
塩
地

と

大
運
河
を

結
ぶ

運

塩

河

も
、

大
運
河
と

の

接
点
に

臨
平

監
の

置
か
れ

た
こ

と
か

ら
、

専
売
の

施
行
さ
れ
る

際
に

は

既
に

存
在
し

て
い

た

可
能
性
が

強
い

（

図
4

）

。

大
運

河
線
の

東
南
延
長
を

意
味
す
る

浙
東
河
が

唐
に

至
っ

て

整

備
さ

れ
、

地
域
経
済
の

進
展
の

動
脈
と
し

て

機
能
し

た
こ

と

も
既
に

論
じ

ら

れ
て

い

（

43）
　
　
　
　
　
．

る
。

　
こ

の

よ

う
な

大
運
河
を

幹
線
と

す
る

交
通
網
の

整
備
は
、

塩
の

流
通

圏
の

拡
大
を

促
進
し

た
。

専
売
施
行
直
前

・

直
後
の

時
期
に

、

江
淮
海

塩
の 、
流
通
が

既
に

相
当
広
域
に

わ

た
っ

て

い

た
こ

と

は
、

当
時
の

い

く
つ

か
の

史
料
か

ら
ほ

ぼ

明
ら
か

で

あ
る

。

通
済
渠
上
の

宋
州
に

存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
む

た

漢
の

梁
王
の

園
を

詠
っ

た

李
白
の

詩
（

『

分
類
補
注
李
太
白
詩
』

巻
七

梁
園
吟
）

に

は
、

「

呉
鹽
如
花
皎
白
雪
、

持
鹽
把
酒
但
飮
之
」

と

あ

り
、

良
質
の

呉
塩
（

江
淮
海
塩
）

が

宋
州
に

流
通
し

て

い

た

こ

と

が

わ
か

り
、

先
天
二

年
（

七
】

三
）

に

出
さ
れ

た
「

行
幸
東
都
詔
」

（

『

唐
大
詔
令
集
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

む

　

む

　

む

　

む

　
　
　

巻
七

九
典
礼、

巡

幸
）

に
は

、

「

河
洛
爲
會
同
之
府

。

周
公
測
景

、

是
日
土
中

。

惣
六

氣
之
所

交、

均
萬
方
之

來
貢

、

引
魚
鹽
於
淮
海

、

通

秕

紵

於
呉
越、

瞻
彼
洛
納

、

長
無
阻
飢
」

と

あ
る

よ

う
に

、

当
時
洛
陽
ま
で

両
淮
地
方
の

魚
塩
が

運
ば

れ
て

い

た

こ

と
が

知
ら

れ
る

。

ま

た
、

唐
代

　
　
　
　

唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

七
（

＝ハ
三

）
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
壗
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

八
（

一
六

四

）

中
期
に

江
西

宣
州
に

魚
塩
の

溢
れ
て

い

た
こ

と

も
、

「

魚
聾
滿
市
井、

布
帛
如
雲
煙
」

（

『

分
類
補
註
李
太
白
詩
』

巻
十
二

贈
宣
城
宇
文

太
守
兼
呈
崔
侍

御
）

と

あ
る

こ

と

か

ら

わ

か

る
。

さ

ら
に
、

江
淮
海
塩
が

揚
子

江
上
流
の

菱
州
あ
た

り
ま

で

客
商
の

船
に

よ
っ

て

運
ば

れ
て

い

た
こ

と
を
、

そ

の

地
に

滞
在
し

た

杜

募
蒙
隻
て

舞
大
暦
二

年
（

七
六
七
）

夏

儷
「

觜
」

（

雰

矍
珪
工

部
詩
・

巻
六
）

に
、

颪
煙
渺

觜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
ゆ

舟
橄
通
監
麻
」

と
あ

る

の

を
は

じ

め
、

大
暦
元

年
（

七

六

六
）

夏
作
の

「

蔓
州
歌
十

絶
句

、

其
七
」

（

同
書
巻
四
）

に

「

蜀
麻
呉

鹽
自

古
通

、

萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
む

斛
之

舟
行
若
風
」

と
あ

り
、

同
年
三

月

作
の

「

客
居
」

に

「

蜀
麻
久
不

來
、

呉
鹽
擁
荊
門
」

と

あ
る

よ

う
に
、

当
時
、

甍

州
に

は

呉
塩
と

蜀
の

麻
が

流
通
し

て

い

た
の

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

江
淮
沿
海
部
で
つ

く
ら

れ
た

塩
は

、

産
塩
地
と

隣
接
す
る

地
域
の

み
で

な

く
、

揚
子

江
中
流
ま

で

客
商
に

よ
っ

て

運
ば

れ
、

ま
た

大
運
河
を

北
上
し

て

洛
陽
に

も
流
通
し

て

い

た
。

安
史
の

乱
の

最
中
に

粛
宗
が

即
位
し

た

時
、

蜀
麻
．

銅
冶

と
と

も

に

呉
塩
に

税
を

課
す
上
奏
が

次
の

よ

う
に

出
さ

れ
て

い

る
の

も
、

江
淮
海
塩
の

広
範
な

流

通
が
そ
の

背
景
に

あ
っ

た

か

ら

と

思

わ

れ

補
（

4
∀

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

−

　
　

肅
宗
郎
位

。

遺
御
史
鄭
叔
清
等
籍
江
淮
・

蜀
漢
富
商
右
族
讐
畜、

十

收
其
二
、

謂
之
率
貸

。

諸
道
亦
税
商
賈
以
瞻
軍

、

錢
一

千
者
有
税

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　

　

む

　
　

於
是
北
海
郡
録
事

參
軍
第
五

碕
以
錢
穀
得
見、

請
於
江
淮
置
租
庸
使
、

呉
鹽
・

蜀
麻

・

銅
冶
皆
有
税

。

市
輕
貨
緜

江

陵
．

襄

陽
．

上

津

　
　

路
、

轉
至
鳳
翔
（

『

新
唐
書
』

巻
五
一

食
貨
）

。

　

そ
し

て
、

南
朝
よ

り

次
第
に

進
展
し

て

き
た

江
淮

海
塩
の

生
産
が

、

以
上
の

様
な

輸
送
網
の

整
備
と

そ

れ
に

伴
う

市
場
圏
の

拡
大
に

刺
激
さ

れ
て
、

唐
に

至

り
さ

ら
に

発
展
す
る

こ

と
に

な
っ

た
。

先
の

図
3
（

一
一

頁
）

で

示

し

た
よ

う
に

、

漢
代
で

は

海
塩
を

掌
る
一

九
の

塩

官
が

存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
46
）

し

た
が
、

江
淮
に

は
わ

ず
か

に

会
稽
郡
海
塩
県
に
一

つ

置
か

れ

た
だ

け
で

あ

り
、

呉
王

湃
の

都
し

た

広

陵
（

揚
州
）

の

沿
海
部
も

重
要
な

産

塩

地
だ
っ

た

と
は

脈

解

華
北
の

産

篭
の

規
模

髭
べ

る

と

江
淮
は

・

な

薩
塩
量

・

流

鑾
と

も
に

少
な
か
・

た

と

思
わ

れ

る
．

覇
窒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
　　
む

　
　　
り
　

　　
む

　
　

む

　

　
　

　
　

　

む
　

　　
む

　
　　
む
　

　　
む

る

と
、

宋
の

江
南
の

塩
の

生

産
・

流
通
の

豊
富
さ
が
、

「

割
城
跨
南
楚
之
富、

揚
部
有
全
呉
之
沃

。

魚
鹽
杷
梓
之

利、

充
仭
八

方
、

絲
綿

布

吊

之
饒、

覆
衣
天

下
」

（

『

宋
書
』

巻
五

四

孔

季
恭
等
伝
論
）

と

述
べ

ら

れ
て

お

り
、

ま

た
、

江

淮
沿
海
部
に

塩
田
の

分
布
が

広
が

り
、

「

塩

田

相
望
」

と

称
さ
れ

て

く
る

よ

う
に

な
・

て

馳
・

さ
ら

に
・

大
運

河
が

開
か

れ

江
淮

畿
経
済
の

進
展

喜
景
に

、

唐
代
に

至
る

と

江
淮
沿
海

部
に
い

く
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つ

か
の

重
要

な
産
塩
地
が

成
立
し

て

き

た
。

『

新
唐
書
』

巻
五
四

食
貨
に

、

　
　

負
海
州
歳
菟
租
爲
鹽
二

萬
斛

、

以
輸
司

農
。

青
・

楚
・

海
・

槍
・

棣
・

杭
・

蘇
等

州
、

以
鹽
價
市
輕
貨、

亦
輸
司
農

。

と

あ
り
、

江
淮
地
方
で

は

特
に

海
州

・

楚
州
・

蘇
州
・

杭
州

等
が

産
塩
地

と
し

て

特
筆
さ
れ

て

い

る
。

こ

の

中
に

は

揚
州
が
な
い

が
、

『

文

苑

英
華
』

巻
七
二

〇
（

序、

賈
至、

送
蒋
十
九
文
奏
事
畢
正
拝
殿

中
帰
淮
南
幕

府
序）

に

は
、

大
暦
初
の

揚
州
を
中
心

と

す
る

淮
南
の

塩
産
の

豊

富
さ

に

触
れ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　

　
む

　
　
む

　
　
む

　
　

今
朝
廷
多
故、

戎
狄
未
服、

塞
門
不
肩
、

人
心

驚
駭、

魚
鹽
之
殷、

舳
艫
之
富、

海
陵
所
入
也

。

齒
革
羽

毛
、

玄
燻
磯

組
、

東

南

所

育

　
　

也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　

　

　

む

　
　
　

　

　

　

　
　
む

安
史
の

乱
に

際
し

金
陵
奠
都
論
を

出
し

た

李
白
が
、

「

元
龜
大
貝
充
物
其
中

、

銀
坑
・

鐵
冶
連
緜
相
屬

。

劃
銅
陵
爲

金

穴
、

煮
海
水
爲
鹽
山

、

以
征
則
兵
強、

以
守
則
國
富
」

（

『

李
太
白
文
集
』

巻
二

六

表、

爲
宋
中
丞
請
都
金
陵
表
）

と

述
べ
、

新
都
の

財
源
に

塩
税
を
挙

げ
て

い

る

こ

と

も
、

江
淮
海
塩
の

製
塩
量
の

豊
富
な

こ

と

を
窺
わ

せ

る
。

　

塩
田
の

分
布
も

、

唐
代
に

至
る

と
よ

り
一

層
広
範
に

な
っ

て

き
た

。

海
州
に

塩
田

の

存
在
し

た

こ

と
は
、

開
元一

＝

年
（

七

三

三
）

進

士

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　

む

劉
長
卿
の

詩
（

『

劉
随
州
詩
集
』

巻
五

宿
懐
仁
県
南
湖

寄
東
海
苟
處
士
）

に
、

「

寒
塘
起
孤
雁
、

夜
色
分
鹽
田
」

と

あ

る
こ

と
か

ら
わ

か

り、

温
州
永

嘉
県
の

塩
田
に

つ

い

て

は
、

至

徳
二

年
（

七

五

七
）

進
士
の

顧
况
に

よ
っ

て

次
の

よ

う
に

記
さ

れ
て

い

る

（

『

全

唐
文
』

巻
五
二

九
顧
况、

釋
祀

篇
）

。

　
　
龍
在
甲
寅、

永
嘉
大
水
、

損
鹽
田

。

温

人
日
、

雨
潦
不
止
、

請
陳
牲
豆

備
嘉
樂
祀

海
龍

、

揀
辰
告
廟、

拜
如
常
度

。

（

中
略
）

翼
目

雨
止

、

　
　
鹽
人

復
本、

泉
貨
充
府

。

大
水
に

よ
っ

て

塩
田
が

損
壊
し

た

こ

と

を

示
す
こ

の

文

よ

り、

温
州
の

塩
揚
の

塩

田
の

存
在
と
、

塩
田
の

維
持
が
塩
税
収
入
の

確
保
の

た
め

に

不
可
欠
で

あ
っ

た

こ

と
を

知
る

こ

と
が

で

き
る

。

劉
晏
の

塩
政
の

成
功
し

た

要
因
の
一

つ

に
、

次
の

様
に

製
塩
技
術
官
の

派
遣
が

挙
げ

ら
れ
て

い

る

の

も
充
分
う
な
づ

け

る
。

　
　
〔

劉
〕

晏
又

以
鹽
生

霖
潦
則
鹵
薄、

嘆
旱
則
土

溜
墳

。

乃
隨
時
爲
令

、

遣
吏
曉
導、

倍
於
勸
農
（

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
）

。

　
　
　
　
唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

九
（

ゴハ
五

）
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江

淮
塩

税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

〇
（

一
六
六

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

ま
り

　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　

（

姐）

こ

の

文

韓
ま

た

専
売
制
施
行
当
初
の

製
塩
技
術
を

伝
え
て

い

る
。

こ

れ

か

ら
、

濃
塩
水
（

鹵
）

を
入

れ
る

溜
が

塩
田

内
に

造
ら
れ

て

お

り
、

製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

り

塩
過
程
は

、

ま

ず
塩

田

を
造
成
し

て

海
水
を

引
き
入
れ
、

次
に

、

塩
田
内
の

溜
で

濃
塩
水
を
つ

く
り
、

最
後
に

そ

れ

を

煮
塩
す
る

こ

と

で

な

さ

れ

た
こ

と
が

わ

か

る
。

劉
晏
の

塩
政
は

江
淮
を

中
心
と

し

て

い

た
の

で

あ
る

か

ら
、

専
売
制
の

施
行
さ

れ
る

際
、

塩
田

を
用
い

る

製
塩
の

三

工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

50）

程
が
広
く
江

淮
に

普
及
し

て

い

た

こ

と
が

知
ら

れ
る

。

要
す
る

に
、

唐
代
中
期、

専
売
施
行
時
の

江
淮
地

方
沿
海
部
に

は
、

南
朝
以

来
の

相
当

広
範
囲
に

わ

た
る

塩
田
が

普
及
し

て

い

た
と

考
え

て

間
違
い

な

か

ろ

う
。

　

ま
た
一

般
的
に

、

海
水
の

浸
入
を

防
ぐ

防
潮
堤
（

海
塘
）

の

建
築
は

、

．

農
民
の

民
田

を

保
護
す
る

だ

け

で

な

く
、

堤
の

内
側
に

広
が
る

塩

田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

51）

や

製
塩
業
者
の

居
住
地、

塩
揚
の

官
舎
を
も

高
潮
か

ら

守
り

、

製
塩
を

安
定
さ
せ

る
。

そ
こ

で
、

防
潮
堤
の

建
築
状
態
も

塩

田
の

普
及

を
知
る

畔

つ

の

目
安
と

な
る

。

唐
代
の

防
潮
堤
の

建
築
が

、

浙
東

・

浙
西

・

淮

南
で

な
さ

れ

た
こ

と
は

既
に

明
ら
か

に

さ

れ
て

お

り
、

譚
其
驤、

本
田

治
氏
の

作
製
さ

れ

た

海
塘
図
を
も

と
に

し

て
、

唐
と

宋
の

海
塘
の

建
築
状
態
を

図
4
で

示
し

た

（

＝

貢
）

。

こ

の

図
の

よ

う
に

、

宋
代
の

海
塘

の

基
礎
は

唐
代
中
期
に

現
れ
、

開
拓
前
線
の

東
漸
に

即
し

て
、

浙
東
・

浙
西

・

淮
南
と

も
に

宋
代
に

は
、

海
塘
は

東
部
沿
海
部
へ

拡

張
さ

れ
て

い

る
。

こ

れ

は

東
部
沿
海
部
の

塩
田
の

拡
大
を

意
味
す
る

。

淮
南
に

お

い

て
、

唐
代
の

海

陵
監
が

宋
代
に

東
部
へ

移
行
し

た
「

方
で
、

そ
の

南

に

新
し

い

塩
監
が

設
け

ら

れ
た

こ

と

や
、

浙
西
の

嘉
興
監
が

東
と

南
の

二

監
に

分
割
さ
れ

た

こ

と
な

ど
は

、

海
塘
の

増
築
と

塩
田
の

拡

大
に

よ

っ

て

開
拓
前
線
が

東
部
沿
海
部
に

拡
張
さ

れ

た
こ

と
を

物
語
る

。

そ

し

て
、

唐
代
の

塩
監
は

、

当
時
の

開
拓
状
態
に

即
し

て

最
も
重
要
な

製
塩

地
を

抑
え

得
る

交
通

上
の

要
衝
に

立

地
し

、

管
下
に

塩
揚
を

配
置
し

て

主

要
な

製
塩
地

を

分
割
し
、

塩
を

輸
送
・

集
荷
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
に

、

大
運

河
開
鑿
・

整
備
を

契
機
と

す
る

交
通
の

改
革
が

市
揚

圏
を

拡
げ
て

製
塩
を

刺
激
し
、

専
売
施
行
直
前
の

江
淮
海
塩
は
、

広
い

流
通
圏
と

、

塩
田

普
及
・

海
塘
建
築
か

ら

窺
わ

れ
る

よ

う
に

進
展
し

た

製
塩
技
術
を

あ
る

程
度
有
し

て

い

た
。

こ

れ
ら

の

こ

と

が
、

江

淮

大
運

河
東
部
へ

の

製
塩
業
の

集
中
を

促
し

、

塩
税
機
関
を

集
中
し

て

立

地
さ

せ

た

経
済
的
な

要
因
に

挙
げ
ら
れ
る

。

さ

ら
に

こ

れ

ら
と

相
関
し

て
、

図
5
の

よ

う
に

、

唐
代
に

入
っ

て

人
口

の

南
遷
が

急
進
し
、

江
淮
人
口

の

増
加
し
た

こ

と
が

、

塩
の

消
費
市
場
を

拡
大

さ
せ

、

製
塩
労
働

力
の

増
大
を
可
能
に

し
、

主
要
な

塩
税
機
関
の

立
地
を

江
淮

地
方
に

集
め
た

重
要
な

要

因
に

数
え

ら
れ

る
。
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唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

一
（

芙
七

）

図

＿＿．＿行 塩 区 の 境 界

　　　 　　　　　 100　　 0　　 100　 200　 300　 400　 500 

註 【1） 戸 数は ，青 出定 雄 「隋 唐宋 三 代 に 於 け る 戸 数 の 地域 的 考察」 〔1）『歴史学研究』 6 − 4 （1936）所載 の 戸 口 数

　　 を参照 し，青山 氏に従 っ て ，隋の 郡を基準 に唐代の 戸数を比 較 し て い る 。 そ の 際，壌域 は楊 守敬 『歴 代 輿 地

　　 沿革図』 の 隋の 箇所 を参照に し て 記 載 した 。

　｛2｝ 行 塩区 は，『冊府 元亀』 493邦計部 ， 山 沢 ， 元和 6 年条，r旧唐書』 48食貨上，貞元 16年条な ど を 参 照 。 た だ

　　　し ， 井塩行塩 区 の 詳細は 不 明 で あ る 。

　｛帥　唐 代 の 代表 的 6 塩 監 （a 〜 f） は，大 運 河東部 に 立 地 し て 巨 大 な 消費市場 と近 接 し て い る 。
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

二
（

一
六
八

）

　
こ

の

図
は

、

隋
代
に

比
べ
、

唐
代
中
期
の

江
淮
人
口

が

急
増
し
、

塩
監
の

立

地
と

巨

大
な

消
費
市
場
の

隣
接
し

て

い

た
こ

と

を
あ
ら
わ

し

て

い

る
。

こ

の

よ

う
な

消
費
市
揚
と

塩
税
徴
収
機
関
の

近
接
は
、

塩
輸
送
費
を

減
少
さ

せ

て

塩
商
の

到
来
を

促
し
、

市
場
塩
価
を

安
定
さ
せ

る
。

ま

た
、

人
口

の

増
加
は

需
要
の

拡
大
を

意
味
し
、

製
塩
量
の

増
加
に

決
定
的
な

影
響
を

与
え
、

直
接
に

人

口

を

戸

籍
に

把
握
で

き

な

く
て

も
、

間
接
税
と

し

て

の

塩
税
の

徴
収
に

は

有
利
に

作
用
す
る

。

さ

ら
に
、

人
口

増
加
は
一

方
で

製
塩

労
働
力
の

増
加
を

意
味
す

る
。

塩

田

造

成、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
52）

煮
塩
燃
料
の

切
り

出
し

等
に

は

雇
傭
労
働
の

必

要

性
が

唐
代
で

も
存
在
し

た
と

思
わ

れ
、

流
民

を

集
め

て

新
た

に

製
塩
業
に

就
業
さ
せ

る

政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

53
）

の

製
塩
政
策
を

推
進
す
る

際
に

も
、

労
働
人
口

の

増
加
は

有
益
に

働
く
こ

と

に

な
っ

た
。

　
以
上
の

様
に

、

交
通

改
革
を

契
機
と

し

て

製
塩
の

集
中
化
が

進
み

、

消

費
・

労
働
人
口

の

増
加
す
る

江
淮
大
運

河
東
部
に

、

主

な

塩
税
徴
収

機
関
が

集
ま
っ

た
の

で

あ
る

。

そ

し

て
、

産
塩
地
に

主
要
塩
税
徴
収
機
関
が

立

地
し

て

輸
送
費
に

大
差
の

な
か
っ

た

こ

と
、

主
要
な

塩
税
機
関

の

集
中
し

た

こ

の

地

域
の

交
通
網
の

改
善
が
、

塩
の

輸
送
費
を

逓
減
さ
せ

地
域
間
の

同
質
の

塩
の

価
格
差
の

緩
和
を

促
し

た
こ

と

な

ど
に
、

統

一

専
売
価
格
の

設
定
が

可
能
と

な
っ

た

要
因
を

求
め

ら
れ

よ

う
。

ま

た
、

こ

の

よ

う
に

地
域
経
済
の

進
展
し

つ

つ

あ
っ

た

江
淮
が

、

貨
幣
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
55
）

の

先
進

地
で

あ
っ

た

こ

と

は

既
に

論
じ

ら
れ

て

お

り、

こ

の

こ

と

が

銭
納
の

専
売
価
格
の

設
定
を

促
し

た

と
い

え
る

。

　
さ
て

、

主

要
な

産
塩
地

と

流
通

路
の

根
幹
を

把
握
し

得
る

要
地
に

塩
監
・

塩
場
が

立

地
し

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

塩
監

・

塩
揚
は

私
塩
と

拮
抗

し

な
が

ら

も
な

お

主
な

塩
の

流
通

量
を

把
握
す
る

こ

と
が
で

き

た

と
思
わ

れ

る
。

唐
代
の

塩
の

全
流
通
に

お

け
る

塩
税
機
関
の

販

塩
量
の

占
有

率
を

正

確
に

知
る

こ

と

は
、

史
料
の

不
足
か

ら

困
難
で

あ
る

が
、

い

く
つ

か
の

前
提
の

も

と
で

の

大
ま
か

な

推
測
は

た
て

ら

れ

る
。

そ

こ

で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

56
）

（

一
）

唐
代
後
半
期
の

専
売
施
行
時
の

正

確
な

人
口

数
が

不

明
な
の

で
、

仮
り

に

天

宝
元
年
（

七

四

二
）

の

戸
口

数
が
、

そ

の

後
の

江
淮
人
口

の

増
加
と

戸
籍
漏
れ

を

考
慮
に

入
れ
る

と
、

元
和
年
間
に

は

倍
に

達
し

て

い

る

と

し
、

（

二
）

韓
愈
『

朱
文
公

校
昌
黎
先
生

集
』

巻
四

〇
（

論
変
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

57
）

法

事
宣
状
）

に

依
っ

て
、

河
中
池
塩
販
塩

圏
で
の

平

均
市
場
塩
価
を
一

斤
三

八

丈
と

し

て
、

こ

れ

が

江

淮
に

お
い

て

も
大
差
な
い

と

し
、

（

三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
58）

現
代
と

同
じ

く
一

目
一

人
の

塩
消
費
量
を
一

〇
グ

ラ
ム

〜
一

五

グ
ラ
ム

と

す
る

と
、

江
淮
海
塩
の

流
通

す
る

地

域
の

入
口

の

年
間
購
塩
費
は

約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

59）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

60）

八

〇
四

〜

＝
一

〇
七

万
貫
と
な
る

。

こ

れ
を

全
盛
期
の

江

淮
年
間
塩
税
収
入

六

〜
七

〇
〇

万

貫
と
比

較
す
る

と、

ほ

ぼ
五

〇
％
か

ら

八

七

％

を
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塩
税
収
入
（

専
売
機
関
の

販
塩
額
）

が

占
め

て

い

る
。

江

淮
人
口

が

唐
代
後
半
に

天

宝
年
間
の

倍
以
上
に

増
加
し

た
な

ら

ば
、

こ

の

割
合
は

さ

ら

に

下
が
る

が
、

民
間
の

購
塩
費
が

専
売
価
格
よ

り

も
高
い

消
費
市
場
の

小

売
価
格
に

基
づ

い

て

計
算
さ
れ

て

い

る

の

で
、

官
塩
の

割
合
は

さ
ら

に

高
く
な

る
。

こ

の

こ

と

を

考
慮
す
る

と
、

唐
代
後
半
期
に

江
淮

人
口

が

急
増
し

て

塩
消
費
量
が

増
し

、

官
塩
の

製
塩

量
の

割
合
が

減
少
し

た

と

し

て

も
、

塩
税
収
入
が

六

〜
七

〇

〇

万

貫
を

維
持
で

き

た

時
期
に

は
、

江
淮
海
塩
の

全
流

通
に

お
け
る

官
塩
の

占
有
率
は

、

少

く
と

も
五

割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

61
）

を
超
え
て
い

た

と

考
え
て

誤
り

な
い

だ
ろ

う
。

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
こ

の

こ

と

は

同
時
に

、

私
塩
流
通

量
の

多
さ
を

も
示

し

て

い

る

が
、

図
5
の

よ

う
に
、

江
淮
大
運
河
近
辺

で

は
、

人
口
の

密
集
し

た

主
要
な

塩

消
費
地
区
と

主
要
な

産
塩

地
と
が

隣
接
し

、

塩
商
の

運
塩
費
の

負
担
が

少
な

く
て

済
み

市
場
塩
価
が

安
定
す
る

の

で
、

私
塩
の

発
生

率
は

内

　
　
　
　
　
　
（
62
）

陸
に

比
べ

て

少
な

く
、

分
立

す
る

専
売
機
関
に

よ
っ

て

私
塩
監
察
も

行
い

や

す
い

（

図
4
参
照
）

。

従
っ

て
、

専
売
機
構
が

整
い

、

巡

院
を
始
め

と

す
る

専
売
機
関
の

私
塩

監
察
が

機
能
し

た

時
期
に

は
、

江
淮
海
塩
の

主

要
な

消
費
地
区
で

あ
る

江
淮
大

運

河
近
辺
に

お
い

て
、

官
塩
の

流
通

が

主
体
を

な
し

て

い

た

こ

と
は

充
分
に

認
め

ら

れ

よ

う
。

私
塩
と

競
合
し

な
が

ら

も
、

な

お

官
塩
の

流
通

を

国
が

確
保
で

き

た
の

は
、

こ

の

よ

う
な

交
通
．

生
産
．

人
口

等
の

条
件
に

恵
ま

れ
た

江
淮
地
方
の

要
地
に
、

主

な

塩
税
機
関
が

立
地
し

た

こ

と

が

ま
ず

挙
げ
ら
れ

る
。

し

か

し
、

高
価
な

官
塩
の

専
売
価
格
を
維
持
し
、

専
売
収
益
を

確
保
し

得
た

要
因
を

解
明
す
る

に

は
、

さ
ら
に

塩
税
機
関
の

機
能
を

検
討
す
る

必

要
が

あ

る

だ

ろ

う
。
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三

　
唐
代
江

淮
塩
税

機
関
の

機
能

　
以
上
の

よ

う
に

、

交
通
改
革
を
契
機
と

す
る

江

淮
地
域
経
済
の

進
展
に

よ

り
、

地

域
内
の

価
格
差
が

緩
和
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

た
と

思
わ

れ

る
こ

と

や
、

自
然

．

行
政

．

交
通
．

人
口
．

製
塩
技
術
な
ど
の

立
地
条
件
に

恵
ま
れ
、

貨
幣
経
済
の

進

展
し

た

産
塩
地
に

代
表
的
な

塩
税
徴
収

機
関
の

集
ま
っ

た

こ

と
が

、

江
淮
地
方
を
対
象
と

す
る

統
一

価
格
で

銅
銭
表
示
を
原
則
と

す
る

専
売
価
格
の

設
定
を

促
し

た
と
い

え
る

。

　
　
　
　
唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

二

三
（

一
六

九

〉
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と
機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

四
（

萋
O
）

　
し

か

し
、

こ

の

点
だ

け
で

は
、

江
淮
地

方
を

主
対
象
と

し

て

唐
代
後
半
期
に
、

塩
専
売
の

成
立
し

た

要
因
を

説
明
す
る

こ

と
に

は

な
る

が
、

従
前
の

民
間
の

塩
生

産
・

流
通
組
織
の

中
に

専
売
機
関
が

入

り
こ

み
、

高
い

専
売

価
格
を

設
定
し

て
、

専
売
制
を

存
続
さ
せ

た

原
因
を
説
明
す

る

に

は

ま
だ

不
充
分
で

あ
る

。

塩
が

生

活
必

需
品
で

あ
り

価
格
弾
力
性
が

小
さ

く
、

ま

た

過
酷
な

専
売
の

徴
収
に

耐
え

得
る

だ

け
の

経
済
力
を

当
時
の

民
衆
が

も
っ

て

き
た

こ

と

が

前
提
で

は

あ
る

が
、

な

お
、

塩
税
機
関
の

流
通
機
能
に

注
目

す
る

必

要
が

あ
る

。

そ
こ

で

次
に
、

生

産
と

消
費
地

を

結
ぶ

適
地
に

立
地
し

た

産
塩
地
の

塩
税
徴
収
機
関
（

巡

院
・

塩
監
・

塩
場
）

が
、

国
営
の

産
地
卸
売
機
関
と
し

て

機
能
し

、

主
要

な

塩

の

流
通
を

把
握
し

て

当

時
の

塩
流
通
全
体
の

中
で

流

通

主
導
権
を

握
る

存
在
と
な

り、

そ

の

故
に
、

高
価
な

専
売
価
格
の

設
定
が

容
易
と

な
っ

た
こ

と

を
推
定
し

て

み

た
い

。

　

塩
の

流
通
全
体
に

お
け

る

江
淮
沿

海
部
の

塩
税
機
関
の

機
能
に

は
、

（

一
）

製
塩
業
者
に

関
す
る

機
能、

（

二
）

塩
商
に

関
す
る

機

能
、

（

三
）

生
産
と

流
通
・

消
費
を

仲
介
す
る

需
要
・

供
給
調

節
機
能
が

あ

げ
ら

れ
、

塩
税
の

徴
収
を

円
滑
に

し

て

い

る
。

　
　
．

　

第
一

の

製
塩
業
者
に

関
す
る

機
能
は
、

専
売
施
行
に

よ
る

生

産
意
欲
の

減
退、

製
塩
業
者
の

反
発
を

防
ぎ
、

製
塩
に

携
わ
る

も
の

を

あ
る

程

度
保
護

・

助
成
す
る

機
能
で

あ
る

。

製
塩
業
者
は

、

塩
監

・

塩

揚
の

塩
籍
に

登

録
さ

れ
、

製
塩
量
を

規
定
さ

れ
る

と

と

も
に

州
県
の

管
轄
か

ら

除
外
さ
れ

て

徭
役
免
除
を

保
証
さ

毳
・

ま

た

塩
犠
関
は

・

鑿
器
具
（

牢
盆
）

を

蠱
し

・

製

棄
者
の

精
製
し

董
を

笙
規

定

額

に

し

た
が
っ

て

購
入

す
る

こ

と

に

な
っ

て

い

た
。

こ

う
し

た

製
塩
に

関
す
る

出
費
は
、

糶
塩
本
銭
（

塩
本
）

と

呼
ば

れ

て

お
り
、

元
和
八

年
（

八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

鉐）

「

三
）

で

は

虚
銭
額
二

一

八

万
六
三

〇

〇
貫
に

の

ぼ

り

塩
税
総
収
入
の

＝
二

％

を

占
め

て

い

る
。

こ

の

糶
塩

本
銭
は

、

専
売
機
関
に

保
留
さ

れ

て

大
部
分
は

製
塩
業
者
か

ら

の

塩
の

購
入

費
に

充
当
さ

れ
、

牢
盆
等
の

製
塩
手
段
の

準
備

費
と

合
せ
、

製
塩
業
者
の

生

活
を
一

応
保
証
す
る

た

め

に

使
わ

れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま

り

　

ま

た
、

劉
晏
は
、

早
天
が

続
い

て

塩
田
の

地
面
や

塩
田

内
の

濃
塩

水
貯
蔵
用
の

溜
が

干
上
が
っ

て
、

製
塩
の

用
に

立

た

な

く
な
る

こ

と

を

防

ぐ

た
め

に
、

製
塩

技
術
の

指
導
官
を
製
塩
地
に

派
遣
し

て
い

る

（

八

頁
）

。

製
塩
技
術
官
吏
は
、

当
然
、

産
塩
地
に

お

か

れ

た

塩

監
・

塩

場

に

配
属

さ
れ
て

い

た

で

あ
ろ

う
か

ら
、

塩
監
・

塩
場
の

機
能
に

製
塩
技
術
指
導
を
あ

げ
て

よ
い

と

思
わ

れ
る

。
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要
す
る

に
、

塩
監

・

塩

揚
は
、

製
塩
量
を

規
定
し

て

塩
を

収
納
す
る
一

方
で

、

製
塩

業
者
を

登
録
し

て

徭
役
の

免
除
を

保
証
し

、

糶
塩
本
銭

を

準
備
し

て

精
製
さ
れ
た

塩
の

購
入
・

製
塩
手
段
の

貸
与
等
に

充
当
し

、

ま
た

製
塩
技
術
を

指
導
す
る

こ

と
な

ど
に

よ
っ

て
、

製
塩
業
者
の

生

活
を

安
定
さ
せ

て

塩
の

生

産
を

把
握
す
る

努
力
を
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
第
二

の

塩
商
に

関
す
る

機
能
は

、

産
塩
地

か

ら

消
費
地
へ

の

塩
の

輸
送
を
担
当
す
る

塩
商
の

活

動
を
保
護
・

助
成
し

、

専
売
収
入
を

確
保
す

る

と

同
時
に
、

消

費
地
へ

の

塩
の

流
通
を
円

滑
化
す
る

機
能
で

あ
る

。

塩

商
も

製
塩
業
者
と
と

も
に

産
塩

地
の

巡
院
・

塩
監
・

塩
場
の

塩
籍
に

登
録

鳧
こ
応
は

販

靈゚
販
域

窺
定
さ
れ

・

規
定
販

靈
を

満
た

す

讐
監
視
さ
れ
て

舞
そ
の

一

亥

塩
税
機
関
の

籍
に

登
録

さ
れ

て

政
府
公

認
の

塩
商
と

な
る

こ

と
で

、

徭
役
免
除
を

始
め

塩
の

独
占
販
売

、

通
過
税
免
除

、

ま
た

お
そ

ら

く
は

州
県
に

よ
る

所
有
船
借
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
68）

上
げ
の

免
除
を

保
証
さ
れ

る

こ

と
に

な
っ

た
。

そ

し

て

塩
税
機
関
は

、

製
塩
現
揚
よ

り

塩
を

運
輸
・

集
荷

・

貯
蔵
し

て

塩
商
の

到
来
を

待
ち

、

製
塩
業
者
か

ら

収
納
し

た

塩
を

専
売
価
格
に

基
づ

い

て

売
り

渡
し

た
。

塩

商
を

招
来
し

官
塩
の

売
り

捌
き

を

推
進
す
る

こ

と

を

任
務
と

し

た

招

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
69）

商
官
は

、

巡
院
と

と

も
に

塩
監

・

塩
場
に

も

置
か

れ

て

い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

70）

　
ま

た
、

主
に

首

都
長
安
で

振
り
こ

ま
れ

た

送
銭
手

形
（

便
換
）

の

決
済
が
、

巡
院
と

と

も
に

塩
監
・

塩
場
で

行
わ

れ
、

長
安
で

塩
税
を

納

め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
71
）

地
方
塩
監
で

塩
を

受
け

と
る

こ

と
も
一

時
行
わ

れ

て
い

た

と

思
わ

れ
る

。

こ

れ
ら

の

こ

と
は
、

広
範
な

商
圏
を

移
動
す
る

塩
商
に

対
し

便
宜
を

与
え
て

い

た

で

あ
ろ

う
。

専
売
価
格
が

引
き

あ

げ
ら

れ
た

際
に

塩
税
の

物
納
が

大
幅
に

認
め
ら

れ
、

塩
税
機
関
の

評
価
額
と

実
際
の

市
揚
価
格

に

差
を

設
け
る

こ

と
で

専
売
価
格
の

上
昇
を

抑
え

た
こ

と

は

先
に

論
じ

た
（

四

頁
）

。

銅
銭
欠
乏
の

申
で

宋
代
に

も
受
け

継
が

れ
る

こ

の

制

度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

72
）

は
、

塩
商
へ

の

規
定
量
以
上
の

塩
の

払
い

渡
し

と

合
せ

て
、

実
質
的
に

塩

商
へ

の

割
り

増
し

手
当
を

公
認

す
る

こ

と
に

な
っ

た
。

加
え
て

、

塩

税
機
関
で

専
売
価

肇
公
示

さ

れ
た
た

め
・

籥
同
士

の

過
当
競

象
一

応

糴
さ
れ

る

様
に

な
っ

た
こ

と
に

も
注
意
す
べ

き

鼠
磁

・

　
つ

ま

り
、

塩
監
な

ど
の

盗
税
徴
収
機
関
は
、

塩
商
を

登
録
し

販
塩
量

を

規
定
し

て

専
売
収
益
を

確
保
す
る
一

方
で
、

州
県
の

管
轄
外
に

位
置

す
る

塩
税
機
関
の

塩
籍
に

塩
商
を

登
録
し

て
、

徭
役
免
除
等
の

種
々

の

特
権
を

保
証
し

、

ま

た

塩
を
輸
送

・

貯
蔵

・

分
配
し

招
商
官
を

置
い

て

塩
商
の

到
来
を

促
し

．

送
銭
手

形
の

決
済
を

行
い

、

塩
商
に

割
増
手

当
を

与
え
て

塩
商
を
優
遇
し
て

お

り
、

消

費
市
揚
へ

の

塩
の

流
通

を
円

滑

　
　
　
　
唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

五
（

一
七一
）
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唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江

淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

〈一塩 の 流れ

＝＝⇒専売税

1；篶；1← ＿製
　 塩

　 業
　 者

図 6　塩流通に お ける塩税機関の 出現

『C

　　　　　 O 　　
　 機 塩　 業 製　　　塩　　　　　　　　業 製

　 関 税 　者塩 　 　商 　 　 　 　 　 者 塩

専売施行後　　　　　　 専売施行前

　図 7　 塩税機関の 需給調節機能

塩

商

二
亠

ハ

（

｝
七
二

）

め
、

そ

の

設

置
に

よ
っ

て

流
通
段
階
が
一

段
階
増
し

て

も
、

に

な
っ

た

と

思
わ

れ
る
。

こ

の

よ

う
に

考
え
る

と
、

こ

れ

ら
の

塩
税
機
関
は

単
な

る

塩
税
の

徴
収
機
関
で

は

な

く
、

通
組
織
と

競
合
す
る

国
営
の

卸
売
機
関
で

あ
る

と

考
え
る

の

が

妥
当
で

あ

り、

の

商
業
組
織
を

破
壊
さ
せ

る

こ

と

な

く

利
用
し

て

収
税
の

円
滑
化
を
は

か

り
、

　
次
の

図
8
は

、

一

二

頁
の

図
4
を
も

と
に

作
製
し

た

も
の

で
、

　
（

74V

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に
、

専
売
制
の

施
行
さ

れ
た

唐
代
後
半
期
に

は
、

通
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
の

基
礎
が

形
成
さ

れ
て

お

り
、

代
表
的
な
四

塩
監
（

a

〜
d

）

は
、

割
し

て

い

た

と

思
わ

れ

る
。

特
に

塩
場
と

塩
監

・

巡

院
を
結
ぶ

運
塩

河
の

整
備
は

、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
75）

り
、

徭
役
労
働
に

よ
っ

て

整
備
さ

れ
て

い

た

と

思
わ

れ
、

お
そ

ら

く
周
辺

農
地
の

開
拓
に

影
響
を

与
え
、

開
拓
空
間
を

東
部
沿

海
部
へ

拡
張
し

て

ゆ

く

作
用
を

果
し

た
と

考
え

ら

れ

る

化
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

　

さ

ら
に
、

以
上
と

関
連
し

て
、

塩
の

需
要
と

供
給
を

調
節
す
る

機
能
が
第
三

に

あ

げ
ら

れ
る

。

上
の

図
6
の

よ

う
に

、

塩
税
機
関
は
、

従

来
の

塩
の

流
通
過
程
の

途
中

に

割
り

込
み
、

生

産
を

製
塩
業
者
に

委
ね
、

消
費
地
へ

の

塩
の

運
搬
を

塩
商
に

そ

れ

ぞ
れ

負
担
さ
せ

て

専
売
税
を
徴
収
し

て

お

り
、

流
通
段

階
が
一

段
階
増
す
こ

と

に

な

っ

た
。

し

か

し
、

下
の

図
7
の

よ

う
に
、

専
売
制
施
行
前
は

、

実
情
を
正

確
に

示

す

の

で

は

な

い

が

可
能
性
と
し

て

は

錯
綜
し

て

い

た

流
通
径

路
が
、

専
売
機
関
の

誕

生

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
補
（

5）

に

よ
っ

て

整
理
さ

れ
、

商
取
引
き

数
・

交
通
路
と

も
に

簡
略
化
さ

れ

る
。

　

以
上
の

様
に

、

産
塩
地
の

巡
院

・

塩
監
・

塩
場
は

、

塩
の

生

産
と

流
通
の

確
保
に

努

　

需
要
と

供
給
を

結
ぶ

流
通
径
路
は

整
理

さ

れ
て

需
給
の

調

節
が

促
進
さ

れ

る

こ

と

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
民

間
商
業
組
織

・

私
塩
流

　

　
　
　
　
　

　
　
流
通
分
業
化
を

進
め

て

生

産
と

流
通
・

消
費
を

仲
介
し
、

従
来

　

　
　
　
　
　

　
　
塩
の

流
通
を

把
握
す
る

機
能
を

も
っ

て

い

た
と

考
え
ら

れ
る

。

　

　
　

唐
代
江
淮
下

部
デ
ル

タ

に

お
け
る

塩
税
機
関
の

立

地
と

主

要
水

路
網
の

略
図

　

　
　
　
　

各
塩
場
間
の

運
塩
支
渠
‡
運

塩
河

‡
大
運

河
‡

主
要
河
川
と

繋
が

る

交

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

そ

れ
ぞ

れ

主
要
産
塩
地

と

消
費
地
を
水
路
に

よ
っ

て

分

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

塩
を
運
び

塩
商
の

到

来
を

確
保
す
る

た
め

に

不
可
欠
で

あ

大
運
河
に

繋
る

こ

の

運
塩
河
の

整
備
は
、

灌
漑

・

交
通
上
の

利
便
な

ど
に

よ
っ

て
、

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

（

二

〇
頁
参
照
）

。
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そ

し

て
、

人
口

の

急
増
す
る

江

淮
デ
ル

タ

の

大
都
市
圏
に
、

こ

の

よ

う
な

大
き

な

塩
の

卸
売
機
関
が

生
じ

た

こ

と

を

重
要

な

要
因
と

し

て
、

消

費
市
場
の

商
業
組
織
の

専
門
化

・

細
分
化
が

進
み

、

こ

れ

と

対
応
し

て

唐
代
後
半
期
の

詩
文
を

彩
る

塩

商
（

客
商
）

の

成
長
や
塩
の

定
期

市

の

簇
生
・

都
市

藩
屋
の

分
化
成

袰
促

葹
・

流
通
分

業
化
の

進

爨
一

段
・

助
長
さ

れ

…
爰
・

た

と

思
わ

れ
・

．

　

多
量
の

人
口

南
遷
に

伴
っ

て

開
発
と

都
市
化
の

進
展
し
つ

つ

あ
っ

た

唐
代
後
半
期
の

江
淮
デ
ル

タ
に
、

こ

の

よ

う
に

専
売
制
の

施
行
と
と

も

に

塩
の

集
配
を

取
扱
う
新
し

い

国
営
の

商
業
組
織
が
設
立

さ

れ
た

。

そ

し

て
、

こ

の

国
営
卸
売
機
関
は

、

生
産
と

流
通
を

結
び

流
通

分
業
化
を

促
進
す
る

こ

と
で
、

従
前
の

塩
の

流
通
を

阻
害
す
る
こ

と

を

防
ぎ

、

当
時
の

江
淮
地
域
経
済
の

進
展
に

支
え
ら

れ
て
、

塩
の

生

産
．

流
通
量
を

増
大

喜
た
と

考
え

ら
れ

る
・

揚
州
の

窿
監
と

並
ぶ

唐
代
後
半
期
の

袋
的

董
監
・

嘉
興
監
の

立

地
し

た

蘇
州
は

、

豊
富
な

製
塩
量
と

流

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

通
量
で

著
名
だ
っ

た
。

既
掲
の

諸
史
料
に

補
足

す
る

と
、

沿
海

部

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

i
幽

白

 
長安

杭州　
u

　　● 巡 院 （デ ル タ部 の 巡 院 に 限 る ）

　　■ 塩 監 （a〜fは代表的6塩監）

U 」凵 　大運河

ww 　大 運 河 支 線 ・運 塩河 。運塩 支 渠

  一  主要 河 川（  黄河  淮水  揚子 江  銭塘江）

　
　
　
跏

の

製
塩
地
で

は
、

「

古
堤
迎
拜
路、

萬
里
一

帆
前

。

潮

作
澆
田

雨、

　
　
　
絞

警

雲
露
」

（

『

全
唐
詩
』

巻
二

八

〇
盧
綸、

送
王

鬟
赴
任

蘇

州
）

　
　
　
地

　
　
　
賍

と

あ
る

よ・
つ

に

煮
塩
の

煙
が

雲
を
な

し

て

い

る

攣
も

見
ら
れ
、

　
　
　
黼

蘇
州
の

地
は

商
業
が

活
発
で

「

林
鹽
沃
澆

之
資
」

に

富
む

こ

と

が

　
　
　
鰍

述
べ

ら
れ

て

お

り

（

『

全
唐
文
』

巻
七
一

三

劉
允
文

、

蘇
州
新
開
常
熟

　
　
　
る
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
゜

灘

覊

鑾

撫
撫
鎌
繼
繕

←

翳

驫
鯵
縫

緊
謡

撃
黝
馨
蠶
勠

靺

　
　
　
卵

と
、

杭
州
銭
塘
県
の

塩
業
村
の

存
在
が

知
ら

れ
る

。

唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

二

七
（

ヨ
こ
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唐
代
後
半
期
に
お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
−
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

八
（

一

茜
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　

　

む

　
　
む

　

　

り

　
蘭
亭
監

・

富
都
監
の

立
地
し

た

淅
東
も
、

「

越
國
強
仍
大
、

稽
城
高
且

孤
。

利
饒
鹽
耋
海、

名
勝
水
澄

湖
」

（

『

臼
氏

長
慶
集
』

巻
五
六

和
微
之

春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

日
投
簡
陽
明
洞

天
五

＋

韻
）

と

あ

り
、

ま
た

「

其
間、

繭
税
魚
鹽
衣
食
半

天

下
」

（

『

樊
川
文
集
』

巻
＋
八

李
訥

除
浙
東
観
察
使
兼
御
史
大
夫
制
）

と

あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　

む
　
　
む

　
　

む
　
　
む

る

よ

う
に
、

塩
の

代
表
的
な

産
地
で

あ
っ

た
。

揚
子
江
下

流
の

昇
州
の

塩
の

流
通
量
が

豊
か

で

あ
っ

た

こ

と

は
、

「

魚
鹽
濱
海
利

、

薑
蔗

傍

湖

田
」

（

韋
応
物
『

韋
江
州
集
』

巻
四

送
唐
明
府
赴
漂
水
）

と

記
さ
れ
て

お
り

、

江
西

地
方
も
「

鍾

陵
奥
區、

楚
澤
全

壞
、

控
帶
七

郡
、

襟

連

五

湖
。

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
む

　
　
む

　

　
む

　
　
む
　
　
む

人
推
征

賦
之

饒
、

俗
擅
魚
鹽
之

利
」

（

『

文
苑
英
華
』

巻
四

〇
八

中
書
制
誥、

雀
蝦、

授
維
泉
干

江
西
観
察
使
制
）

と

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

写

　
塩
商
に

払
い

渡
さ

れ
た

塩
は

、

客
商
で

あ

る

塩
商
の

運
搬
を

経
て
、

都
市
の

城
外
な

ど
に

広
が
っ

て

き

た

塩
市
や

、

都
市
城
内
の

市
場
に

運

ば

れ
、

都
市
の

卸
売
・

小
売
機
構
や

、

農
村
問
を
め

ぐ
る

行
商
（

負
販
入
）

の

手

を

通
し

て
、

消
費
者
の

口

に

伝
わ
っ

た
。

こ

の

よ

う
な

塩
の

流
通
に
、

密
売

買
の

私
塩
が

多
く
含
ま

れ
て

お

り
、

私
塩
の

流
通
に

よ
っ

て

初
め

て

塩
の

必

要
消
費
量
の

満
た
さ

れ
る

こ

と

も
い

う

ま
で

も
な

い
。

し

か

し
、

な

お
、

卸
売
機
能
を
備
え
て

流
通
分
業
化

を
組
織
的
に

促
進
さ

せ

た

専
売
機
関
が

産
塩
地
に

設
立

さ
れ

、

江
淮
地
域
経
済
の

進

展
と

合
せ

て

塩
流

通
の

合
理

化
を

促
し

、

豊
富
な

製
塩
量
と

流
通
量
を

将
来
し

た

側
面
を

見
逃
し

て

は

な

ら

な
い

と

思
わ

れ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

、

産
塩
地
の

巡
院

・

塩
監
・

塩

揚
は

単
な
る

塩
税
の

徴
収
機
関
で

は

な

く
、

国
営
の

産
地
卸
売
機
関
と
し

て

機
能
し
、

生

産
に

携
わ

る

製
塩
業
者

、

流
通
に

携
る

塩
商
・

都
市
塩
問
屋
、

ま

た
、

塩
の

定
期
市
等
の

民
間
商
業
組
織
と

並
存
し

な
が

ら

塩
の

流
通
を

円
滑

化
す

る

側
面

を
備
え

て

い

た
と
い

え

よ

う
。

そ

し

て
、

最
も
立
地

条
件
の

良
い

産
塩
地

を
選
ん

で

立

地
し

た

塩
税
機
関
の

塩
取
引
き

量
の

規
模
は
、

塩
流
通

全
体
で

五

割
を

超
え
る

占
有
率
を

有
し
、

一

つ

の

塩
監
の

年
間
生
産
課
額
が

六

〇

万
・

四

五

万
・

四

〇
万

石
に

の

ぼ

り
、

一

つ

の

塩
揚

の

販
塩
額
が
三

〇
数
万

貫
に

達
し

た

例
か

ら

窺
え
る

よ

う
に

、

限
ら

れ
た

数
の

塩
税
機
関
に

巨
額
な

塩
取
引
が

集
ま
っ

て
い

る
。

こ

れ
を

、

客

商
で

あ
る

塩

商
や

私
塩
流
通
組
織

、

都
市
塩
問
屋
の

塩
取
引
き

規
模
と

比
較
し
て

も
、

専
売
機
関
が

当
時
の

塩
流
通

組
織
全
体
の

中
で
、

最
も

商
取
引
き
量
が

多
く

資
本
の

大
き
な

存
在
で

あ
っ

た
こ

と
は

疑
い

な
か

ろ

う
。

つ

ま

り
、

産
塩
地
の

塩
税
機
関
は

、

製
塩
業
者
を

管
下
に

編
成

し

て

主

要
な

製
塩
地
を

把
握
し

、

塩
の

流
通
の

根
幹
を
抑
え
る

交
通
上
の

要
地
に

立

地
し

た

大
規
模
な

卸
売
機
関
で

あ

り
、

そ

こ

で

設
定
さ

れ

た
塩
の

売
渡
し

価
格
（

専
売
価
格
）

は
、

元
来
消

費
地
の

市
場
価
格
の

形
成
に

強
い

影
響
力
を

備
え
て

い

た

と

思
わ

れ
、

そ
の

ゆ

え

に
、

高

価

N 工工
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な

専
売
価
格
の

設
定
さ
れ

や

す
い

機
能
を

持
っ

て

い

た

と

考
え

ら

れ
る

の

で

あ
る

。

　
塩
鈔
法
が

未
整
備
の

唐
代
に

お
い

て

は
、

徴
収
さ

れ
た

巨
額
の

塩
税
が

限
ら

れ
た

数
の

地

方
末
端
の

塩
税
機
関
に

蓄
積
さ
れ

、

こ

れ
が

地

方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
78
）

分
権
化
と

結
び
つ

く
傾
向
の

あ
っ

た

こ

と
は

確
か

で

あ

り、

一

方
、

専
売
事
業
を

州
県
の

管
下
に

移
管
す
る

上
奏
が

出
さ

れ
、

蘇
州
で

は

九
世

　
　
　
　
　
　
　
（

97）

紀
中
葉
に

実
施
さ
れ

た
。

ま

た
、

高
価
な

専
売
価
格
の

設
定
が
、

私
塩
の

流
通
を

恒
常
化
さ
せ

た
こ

と
も
事
実
で

あ
る

。

専
売
制
の

施
行
に

伴

う
こ

れ

ら
の

政
策
上
の

マ

イ

ナ
ス

面
に

つ

い

て

は

別
に

詳
論
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

。

し

か

し
、

江
淮
の

行
政
組
織
が

基
本
的
に

安
定
し

て

い−

た

八

世
紀
後
半
か

ら
九
世
紀
前
半
に

か

け
て

の

時
期
に

は
、

以
上
の

塩
税
機
関
の

機
能
は
ほ

ぼ

守
ら
れ

た

と
い

っ

て

よ

い

だ

ろ

う
。

要

す

る

に
、

い

か

に

多
く
の

製
塩
量
を

把
握
し

て

塩
税
徴
収
機
関
に

集
荷
さ
せ

、

塩
商
の

到
来
を

確
保
し

て

専
売
価
格
を

維
持
し

専
売
収
益
を

獲
得
し

得
る

か

と
い

う

点
に

、

通
商
法

下
の

専
売
制
の

成
否
の

鍵
が

存
し

た
。

そ
の

た

め
に

、

塩
税
機
関
は
、

塩
の

生
産
を

最
も

把
握
し

や

す
い

地
に

立

地
し

て

塩
流
通
の

根
幹
を

抑
え

、

流
通

分
業
化
を

担
う

卸
売
機
関

と
し

て

従
来
の

民
間
の

生

産
・

流
通
組
織
の

中
に

入
り

こ

み
、

塩
流
通
の

主
導
権
を

握
り

市
場
塩
価
の

価
格
形
成
力
を

備
え
る

こ

と

で
、

専
売

価
格
の

設
定

・

維
持
を

可
能
に

し

た

と

考
え
ら

れ
よ

う
。

N 工工
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唐
代
後
半
期
に

中
央
財
政
の

半
ば

を
占
め

る

専
売
収
入
が

可
能
と
な
っ

た

要
因

を
、

当
時
の

代
表
的
な

産
塩
地
で

あ
る

江
淮
地

方
に

お
か

れ

た

地

方
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
を

も
と
に

考
察
し

て

み
た

。

　
専
売
収
益
は
、

専
売
価
格
の

設
定
・

維
持

・

運

営
に

よ
っ

て

も

た

ら
さ

れ
る

の

で

あ
る

か

ら
、

専
売
価
格
の

設
定

・

維
持
の

要
因
を

分
析
す

る

こ

と
が

専
売
収
益
の

維
持
の

要
因
を

分
析
す
る

こ

と
に

な
る

。

そ
こ

で
、

唐
代
の

専
売
価
格
の

特
徴
と

し

て
、

原
則
的
に

、

（

一
）

江
淮

地

方

を
対

象
と
し

た

統
一

価
格
で

あ

る

こ

と
、

（

二
）

銅
銭
貨
幣
で

表
示
さ

れ
た

こ

と
、

（

三
）

高
価
格
で

あ
っ

た

こ

と

が

指
摘
さ
れ

る

と

し
、

こ

の

三

つ

の

特
徴
を

も
つ

専
売
価
格
の

設
定
を

促
し

た

要
因
を

分
析
す
る

こ

と
で

論
を

進
め

た
。

　
　
　
　
漕
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

九
（

一

壷
）
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唐
代
後
半
期
に
お
け
る

江
淮
塩

税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

〇
へ

一
七

六

）

　
ま

ず
、

大
運

河
開
鑿

・

整
備
を

契
機
と

す
る

江
淮
地
域
経
済
の

進
展
が
、

江
淮
の

統
一

価
格
で

銭
納
の

専
売
価
格
の

設

定
を

促
し

た
こ

と

を

考
察
し

た
。

す
な

わ

ち
、

大
運
河
・

運
塩
河
等
の

交
通
網
が

発
達
し

、

製
塩
技
術
が

進
ん

で

豊
富
な

消
費
人
口

を

擁
す
る

貨
幣
経
済
の

進
展
し

た

立

地
条
件
の

良
い

江
淮
産
塩
地
に
、

主
要
な

塩
税
徴
収
機
関
が
集
中
し

て

立
地
し
、

製
塩
現
場
か

ら

塩
税
機
関
へ

の

運

塩
費
に

大
差
の

な

か

っ

た
こ

と、

交
通
網
の

整
備
に

伴
い

同
質
の

塩
の

価
格
に

あ
る

程
度
の

均
等
化
が

も

た
ら

さ
れ

た
と

推
定
で

き
る

こ

と

が
、

統
一

価
格

・

銭
納

を

原
則
と

し

た

専
売
価
格
の

設
定
を

可
能
に

し

た
と

思
わ

れ
る

。

　

次
に
、

江
淮
地
域
経
済
の

進
展

を

背
景
と

し

て
、

流
通
の

根
幹
に

当

る

要
地
に

立

地
し

た

主
要

塩

税
徴
収
機
関
は
、

単
な

る

塩
税
の

徴
収
機

関
で

は

な

く、

製
塩
業
者
と

塩
商
と
を

連
結
す
る

産
塩
地
に

置
か

れ

た

国
営
の

卸
売
機
関
で

あ

り
、

塩
流
通
量
の

主
要
部
を

把
握
し

て

塩
流
通

の

主

導
権
を

握
り、

市
場
塩
価
へ

の

価
格
形
成
力
を

備
え

て

い

た

こ

と
が
、

高
価
格
の

専
売
価
格
の

設
定
・

維
持

を
実
現
さ
せ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　

大
量
の

人
口

南
遷

と

交
通
網
の

整
備
な

ど

に

よ

り、

開
発
が

本
格
化
し

始
め

た

唐
代
後
半
期
の

江

淮
デ
ル

タ

に
、

政
府
は

安
史
の

乱
後、

民

間
の

生

産
・

流
通
組
織
の

成
長
を

背
景
に

新
た
に

塩
を

取
り

扱
う
国
営

卸
売
機
関
を

設
立

し

た
。

産
塩
地
で

主
に

徴
収
さ

れ
た

塩
税
は
、

租
税

の

輸
送
費
に

充
当
さ

れ
る
 

方、

内
陸
の

専
売

機
関
（

巡
院
）

を

経
て

首

都
に

送
ら
れ

た
。

塩
税
機
関
を

連
結
す
る

国
の

商
業
網
の

設
置

と

整

備
に

よ
っ

て
、

塩
税
収
入
が

確
保
さ
れ
、

同
時
に

江
淮
デ
ル

タ

の

空
間
開
拓
の

東
漸
が

促
さ
れ

る

こ

と
に

な
っ

た

の

で

あ
る
。

直
接
税
を

主
体

と

す
る

従
来
の

税
制
か

ら
、

間
接
税
の

収
入
を

重
視
す
る

国
家
財
政
の

再
編
は

、

民
間
商
業
組
織
の

基
盤
の

上
に
、

国
の

商
業
組
織
の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

を

拡
大
・

網
羅
さ
せ

る

政
府
の

流
通

政
策
に

よ
っ

て

展
開
さ

れ
た

。

　
唐
代
後
半
期
に
お

け
る

財
政
上
の

こ

の

よ

う
な

経
験
は
、

江
淮
地
方
に

徴
税
の

基
盤
を

置
く

両

税
法
の

整
備
と

相
ま
っ

て
、

後
代
の

財
政

・

軍
餉
政
策
に

お

い

て

基
本
的
に

継
承
さ
れ

て

ゆ

く
こ

と

に

な
っ

た
。

こ

れ
よ

り

後
、

産
塩
地
の

塩

税
機
関
を

核
ど
し

て
、

運

塩
費
の

多
少
に

応

じ

た

専
売
価
格
を
何
段
階
に

も

設
定
し

な
が

ら

内
陸
部
へ

塩
の

官
運
網
を
拡
大
し

て

流
通
利
潤
の

増
加
を
は

か

る

こ

と
や
、

全
国
市
場
の

形
成

に

即
し

、

塩
鈔
法
を

施
行
し

て

塩
税
徴
収
地
を

首
都
を

始
め

と

す
る

要

地
に

定
め
、

塩
政
と

北
方

軍

餉
を

連
結
す
る

こ

と

が

可
能
と
な
っ

た
。
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本
稿
で

論
じ

た

唐
代
の

塩
政
が

、

後
代
に

継
承

・

整
備
さ

れ
て

ゆ

く
過

程
に
っ

い

て

は
、

別
に

論
じ

る

予
定
で

あ
る

。

註
（

1
）

加
藤
繁
『

支
那

経
済
史
考

証
』

上

下
（
｝

九
五

二
、

一

九
五

三

年
、

　
　
東
洋
文
庫
）

、

宮
崎
市
定
『

五

代
宋
初
の

通
貨

問

題
』

（

一

九
四

三

年、

星

　
　
野
書
店
） 、

覃
　
→
≦
詳
o
げ
o
θ

3
　

達
ミ刷
ミ
裾

ミ

』

§
帖

ミ
無
、

ミ
皆
羲

ミ

毳

§
、

　
　
鮎

ぽ

→、
黛

鳶

ξ
嵩

毳
童

〇
四

ヨ

鐸
置
oq
 

9
勹゚

巳
 
ω慟
．．

→

冨

→．

譽
町q

　
　
寓
m

時
舞
ω

甥
冨
ヨ．．°

誨
鴇
昏

ミ

ミ
畄
lb
。−

お
 

O鹽

斯
波
義
信
『

宋
代

　
　
商
業
史
研
究
』

（

【

九
六

八

年
、

風
間

畫
房
） 、

日

野
開
三

郎

『

続
唐

代
邸

　
　
店
の

研
究
』

（

一

九
七

〇
年、

九

州

大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
）

六
八
三

−

　
　
六

頁
。

　
（

2
）

　
鞠
清
遠
『

唐
代
経
済
史
』

（

一

九
三

六

年、

商
務
印
書
館
） 、

『

唐
代
財

　
　
政

史
』

（

一

九
四

〇

年、

商
務
印
書
館）
、

∪°

→

≦一
言
ロ
Φ

穽

「

唐
末
の

藩
鎮

　
　
と

中
央
財
政
」

『

史
学
雑
誌
』

七

四

ー
八
（

【

九
六

五

年）
。

　
（

3
）

　
宮
崎
市
定
「

歴
史
と

塩
」

『

ア

ジ
ア

史

研
究
』

第

二

（

｝

九
六一
二

　
　

年
）

、

佐
伯
富
「

塩
と

中
国
社
会
」

『

中
国
史

研

究
』

第
一

（

一

九
六

九

　
　

年、

京
都
大
学
東
洋
史
研
究
会

。

現
在
は、

同
朋
舎
）

。

　
（

4
）

　
高
橋
継
男
「

劉
晏
の

巡
院
設

置
に

つ

い

て
」

『

集
刊
東

洋

学
』

二

　
　
八

（

一

九
七

二

年
） 、

「

唐
後
半
期
に

於
け
る

度
支
使
・

塩
鉄
転

運

使
系

　
　

巡
院
の

設
置
に

つ

い

て
」

『

集
刊
東
洋
学
』

三

〇
（

一

九

七
三

年
） 、

「

唐

　
　

代
の

地

方
塩

政

機
構
−
と

く
に

塩
監
・

（

塩
院）
・

巡
院
等
に

つ

い

て

ー
」

　
　
『

歴

史
（

東
北
大
学
）

』・

四

九
（

一

九
七

六

年
） 、

「

唐
代
後
半
期
に
お

け

る

　
　

巡

院
の

地
方
行
政
監
察
業
務
に

つ

い

て
」

『

星
博
士

退
官
記
念
中

国

史

　
　

論…
蓖
禽

（

一

九
七

八

年
）

。

　
（

5
）

　
『

三

田
村
博
士

古
稀
記
念
東
洋

史

論

叢
（

立

命
館
文
学
四
一

八

〜
二

唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
一
）
』

（

一

九
八

〇
年
〉

。

唐
代
塩
専
売
制
度
の

研
究
史
は
、

拙
稿
｝

八

六

　
頁
を

参
照

。

（

6
）

　
金
井
之
忠
「

唐
の

塩
法
」

『

文
化
』

五

−
五
（

一

九
三
八

年
）

四

二

　
ー

三

頁

所
掲
の

「

唐
代
塩
利
表
」

に

基
づ

く

計
算
に
よ

る
。

（

7
）

　
両

税
法
と

江
南
経
済
と

の

関
連
に

つ

い

て

は、

古
賀
登
〔

唐
代
両

　
税
法
の

地
域
性
」

『

東
方
学
』

一

七

（

一

九
五

八

年
） 、

「

夏
税
・

秋

税
の

　
源
流
」

『

東
洋
史
研
究
』

一

九
−
三

（

一

九
六

〇

年
）

参
照

。

（

8
）

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
で

は、

天

宝
・

至

徳
（
七
四

ニ

ー
五
七
）

　
の

間
の

塩
価
を
｝

斗
一

〇
銭
と
す
る

。

（

9
）

　
『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨

。

（

10
）

　
江
淮
専
売
価
格
が
一

斗
三
一

〇
銭
に

引
上
げ
ら

れ
た

時
期
を

本
文

　
三

頁
所
掲
の

『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
は

貞
元
四

年
と

す
る

が、

金
井

　
之

忠
註
（

6
）

「

唐
の

塩
法
」

四

〇
頁、

『

新
唐
書
』

標
点

本

＝
二

九
一

　
頁
の

校
勘
記
〔

】
〕

の

説
に

従
い

建
中
三

年
と

改
め

る
べ

き
で

あ
る

。

（

11
）

　
包
佶
が

沐
東
水
陸
運
両

税
塩
鉄
使
に

就

任
し

た

時
は

建
中
三

年
八

　
月
十
八

日
で

あ
り
（

『

新
唐
書
』

巻
一

四

九

包
佶、

附
劉
晏
伝
）

、

専
売
価
格

　
の

急
騰
し

た

時
と
一

致
す
る

。

（

12
）

　
横
山

裕
男
「

唐
代
の

塩
商
」

『

史
林
』

四

三

−
四
（

［

九

六

〇
年
）

。

（

13
）

．

陸
贄
の

上
奏
の

出
さ
れ

た

年
は、

文

中
に

「

自
頃
冦
難
荐
興
巳
三

　
十
載
」

と
あ
る

こ

と
か
ら、

安
史
の

乱
勃
発
後
三

〇
年
す
な
わ

ち
七

八

　
五

年
で

あ
り、

専
売
価
格
の

急
騰
し

た
二

年
後
の

状
態
を

述
べ

て

い

る
。

　
ま
た

同
様
の

内
容
を
記
す
『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
に
は、

先
掲
の

包

三
一
（

一
七

七

）
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
む

　
　
ロ

　
　む

　
佶
の

文
の

後
に
、

「

鹽
估

盆
貴、

商
人
乘
時
射
利

、

遠
郷
貧
民

困
高
估、

　
至

有
淡
食
者

。

巡

吏
既
多、

官
冗

傷
財、

當
時
病
之

。

其
後
軍

費
日

増、

　
ご
　

　

む

　
　む
　
　
む

　
鹽
價
寝
貴、

有
以
穀
數
斗
易
鹽
一

升
。

私
糴
犯
法、

未
嘗
少
息
」

と

あ

　
る

。

専
売
価
格
は

建
中
三

年
後
も

、

年
代
は

不
明
で

あ
る

が
、

更
に

上

　
昇
し

て
お

り
（

図
1

） 、

市
場
塩
価
の

高
騰
に
よ
る

私
塩
多
発

が

専

売

　
収
益
を

激
減
さ
せ
て

い

る
。

（

14
）

註
（

4
）

「

唐
代
の

地
方
塩
政
機
構
」

。

（

15
）

　
こ

の

史
料
は
同
右
論
文
三

二

頁
で

も
取
り
あ
げ
ら
れ
て

い

る
。

（

16
）

　
文
中
の

図
経
（

淳
熙

十
三

年
呉
萃
撰
『

楚
州
図
経
』

か
）

の

二

五

万

石

　
の

数
宇
は、

代
表
的
四

監
に

属
さ
な
い

蘭
亭
監
の

製
塩
額
で

も
四
〇
万

　
石
に

達
し

て

い

た
こ

と
か

ら
推
し

て

信
用
で

き
な
い
。
’

（

17
）

　
高
橋
継
男
註
（

4
）

「

唐
代
の

地

方
塩
政

機
構
」

二

九、

三

二

頁、

　
目

野

開
三

郎
『

続
唐
代
邸
店
の

研
究
』

六
二

八

ー
三
一

頁
。

（

18
）

　
日
野
開
三

郎
「

唐
代
便
換
考
」

（

一
）

（

二
）

（

三
）

『

史
淵
』

二

二、

　
二

三
、

二

五
（

一

九
三

九、

四

〇、

四
一

年
）

。
・

（

19
）

　
藤
井
宏
「

漢
代
塩
鉄
専
売
の

実

態
」

更

記

平

準
書
の

記

載
を
め

ぐ
る

諸

　
問
題
ヒ

」

（

一
）

『

史
学
雑
誌
』

七

九

ー
二

（

一

九
七

〇
年
）

一

八

ー
二

六

頁
。

（

20
）

納
確
揚
の

存
在
は

、

『

旧

唐
書
』

巻
四
八

食
貨
上
に

「

〔

長
慶
元

年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
ロ

　
（

八

二
一
）

三

月
〕

鹽
鐵
使
王
播
奏

、

揚
州、

白
沙
兩
處
納
確
場

、

講
依

　
舊
爲
院
」

と
あ

り
、

権
塩
院
に

つ

い

て
は

高
橋
継
男
註
（

4
）

「

唐
代
の

　
地

方
塩
政
機
構
」

三

三

ー
八

頁
を
参
照

。

先
掲
の

『

新
唐
書
』

巻
五

四

　
食
貨
の

四
つ

の

場
の

う
ち

湖
州
場
は

内
陸
に

置
か

れ
て

い

る
。

常
平
塩

　
は
、

劉
晏
に
よ
っ

て

辺
地
に

設
置
さ
れ
て

塩
を
販
売
し

た

塩
価
調
節
機

関
で

あ
る
。．

三

二
（

一
七
八

）

（

21
）

　
劉
晏
塩
政
末
期
の

塩
税
収
入
は
六

百
余
万

貫
に

達
し

て

お
り

こ

の

　
百
余
万
貫
と
一

致
し
な
い
。

後
述
の

よ
う
に

劉
晏
は

塩
監
を
塩
税
徴
収

　
の

主
体
に

し

て

い

た
の

で

あ
る

か

ら、

こ

れ
は、

（

一
）

百
余
万

貫
の

上

　
に

数
字
が
脱
落
し

て

い

る

か
、

（

二
）

時
期
的
に

劉
晏
塩
政
初
期
の

状
態

　
を
述
べ

て

い

る

か
の

い

つ

れ
か
で

あ
る

。

お
そ
ら
く

後
者
が

正
し

い

だ

　
ろ

う
。

（

22
）

　
こ

の

塩
監
が

、

唐
前
期
に

産
塩
地
に

置
か
れ
た

監、

第
五

碕
の

設

　
置
し

た
監

院
（

監
）

を

継
承
す
る

も
の

で

あ
る

こ

と
は、

高
橋
継

男

註

　
（

4
）

「

唐
代
の

地
方
塩
政
機
構
」

三

〇
1
一

頁
を
参
照

。

（

23
）

　
同
右
三

八

頁
。

（

24
）

　
『

文

苑
英
華・
』

巻
四

二

三、

翰
林
制
詔、

会
昌
二

年
四

月
二

十

三

　
日

上
尊
号
赦
文
に

は
、

「

度
支

・

鹽
鐵
・

戸
部
諸
色
所
由
茶
油
鹽
商
人

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

む

　
　

　

　
　

ご

　
準
勅
例
條、

免
戸
内
差
役

。

天
下
州
縣
豪
宿
之
家、

皆
名
屬
倉
揚
・

鹽

　
ゆ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　む
　
　
　
　

ゆ

　
院、

以
避
徭
役。
（

中
略
）

應
屬
三

司
及
茶
鹽
商
人、

各
據
所
在
場
・

鹽

　
（

監
）

正
額
人

名、

牒
報
本
貫
州

縣、

準
勅
文
處
分
」

と
あ

り、

倉

場・

　
塩

院
が

後
文
で

揚
・

塩
（

す
な

わ

ち

監
）

と

略
さ
れ
て

お

り、

塩

院
が

　
塩
監
を
意
味
し

て

い

る
。

（

25
）

　
註
（

4
）

「

唐
代
の

地

方
塩
政
機
構
」

二

九
頁

。

（

26
）

　

井
塩
の

販
売
に

つ

い

て

は、

杜
甫
「

塩

井
」

（
『

分
門
集
註
杜
工

部

詩
』

巻
＋
一
）

も
ふ
れ
る

。

河
中
池
塩
に

つ

い

て

は
、

拙

稿
「

唐

代

河

中
池
塩
の

生

産
と

流
通
」

で

詳
論
す
る

予

定
で

あ
る

。

（

27
）

　
金
井
之

忠
註
（

6
）

「

唐
の

塩
法
」

三

三

−
四

頁
。

（

28
）

　
鞠
清
遠
『

劉
晏
評
伝
附
年
譜
』

（

一

九
三

七

年
）

三

〇
頁

。

（

29
）

　

戴
裔
喧
『

宋
代
鈔
塩
制
度
研
究
』

（

一

九
五

七

年、

商
務
印
書
館
）

一
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一

−
九
頁

。

（

30
）

　
『

太
平
寰
宇
記
』

巻

＝
二

〇

海
陵
監

　
　
海
陵
監
煮
鹽
之
務
也

。

唐
開
元
元

年
置
海
陵
縣

。

僞
唐
於
海
陵
縣
置

　
泰
州、

以
轄
其
監

。

皇
朝
開
寳
七

年
移
監

於
如
皐
縣
置

。

從
鹽
場
之

便

　
近

也。

（

31
）

　
河
上
光
｝

「

北
宋
代
淮
南
塩
の

生
産
構
造
と

収
塩
機

構
」

『

史

学

　
雑
誌
』

七

三

−
一

二

（

一

九
六

四

年
）

五
一

−
二

頁
。

〔

32
）

　
史
学
会
で

本
論
文
の

骨
子
を

発
表
し
た

際、

高
橋
継
男
氏
か

ら
こ

　
の

史
料
の

所
在
に

つ

い

て

示

唆
を
い

た

だ
い

た
。

こ

こ

に
記
し

て

深
謝

　
す
る

次
第
で

あ
る

。

（

33
）

『

宝
慶
四

明
志
』

巻
六

塩
課

。

　
「

（

34
）

　
代
表
的
な
六

監
は
、

海
陵
監
等
四

監
に、

蘭
亭
監
と
こ

の

富
都
監

　
を

加
え
た

も
の

と

老
え

ら
れ
る

。

宋
代
の

明
州

・

台
州
・

温
州
・

福
州

　
の

製
塩

額
の

う
ち、

明
州
が

約
五

割
（

五
一

％
〉

を
占
め
て
…

番

多

く

　
（

戴
裔
爐
『

宋
代
鈔
塩
制
度
研
究
』

三

八

頁
の

塩
産

歳
額
表
よ

り

計
算
） 、

お

そ

　
ら

く
唐
代
も

同
傾
向
と

思
わ
れ
る
の

で
、

四

〇
万
石
の

製
塩
額
に

達
し

　
て

い

た

越
州
蘭
亭
監
と
と

も
に、

明
州
の

富
都
監
を
代
表
的
六

監
の

中

　
に

入
れ
て

よ
い

だ

ろ
う

。

（

35
）

　
唐
代
の

塩
専
売
を
施
行
し

た

第
五

碕
は
、

産
塩
地
に

多
く
の

監
院

　
を

設
置
し

た

（

『

旧
唐
書
』

巻
四

九
食
貨、
『

新
唐
書
』

巻
五

四

食
貨
）

。

（

36
）

　
『

新
唐
書
』

巻
五
四

食
貨
の
一

〇
監
に
は、

井
塩
を
掌
る

大

昌

監

　
が

含
ま

れ
て

お
り

海
塩
産
塩

地
の

塩
監
は

九
で

あ
る

（

七

頁）
。

一

方、

　
九

世
紀
初
の

海
塩
を
掌
る

塩

監
は

既
述
の

よ

う
に
一

〇
存
在
し

て
い

る

　
（

六

頁
『

文
苑
英
華
』

嘉
興
監

記
）

。

こ

の

う
ち、

『

新
唐
書
』

食
貨
志
の

九

唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
つ

の

塩
監
以
外
の
一

つ

の

塩
監
の

所
在
地
が

不

明
で

あ
る

。

高
橋
継
男

　
氏
は、

『

新
唐
書
』

巻
四
一

地
理、

江
南
道、

杭
州、

塩
官
県
の

註

に

　
「

有
鹽
官
」

と
あ
る

こ

と
か
ら、

塩
官
県
に

塩
監
が

置
か
れ
た
と

す

る

　
（

註
（

4
）

「

唐
代
の

地

方
塩
政
機
構
」

三
一

−
二

頁
）

。

『

新
唐
書
』

地

理

志

　
の

「

鹽
官
」

の

語
が、

他
の

一

〇
例
の

場
合
は

す
べ

て

塩
監
を
指
し

て

　
い

る

の

で
、

そ
の

可
能
性
が

存
在
す
る

。

し
か

し
、

塩

官
県
の

西
辺
に

　
は

臨
平
監
が

置
か

れ
て

唐
代
後
半
期
の

代
表
的
な

四
塩
監
の
一

つ

と

な

　
っ

て

お
り

、

四

〇
万
石

以
上
の

製
塩
額
を
推
定
で

き
る

こ

と

（

六

頁
）

　
か

ら、

当
然
塩

官
県
の

塩
場
を
そ
の

管
下
に

置
い

て

い

た
と

思
わ

れ
る
。

　
と
す
る

と

塩
官
県
に

臨
平
監
と

隣
接
し

て

さ
ら
に

別
に

も
う
一

つ

の

塩

　
監
が
置
か

れ
た

と

考
え
る

の

は

難
し
く
な
る
。

こ

の

点
に

つ

い

て

は

後

　
考
を
俟
ち、

図
3
で

は

『

新
唐
書
』

食
貨
の

沿
海
部
九
監
の

所
在
を

示

　
す
に

留
め

た
。

（

37
）

　
北
宋
で

官
売
法
の

行
わ
れ
た

結
果、

塩

監
は

内
陸
州
県
へ

塩
を
輸

　
送
す
る

途
中
の

単
な
る

塩
の

貯
蔵
・

保
管
施
設
と
な
り、

消
費
市
場
を

　
考
え
て

立
地
す
る

必
要
が
薄
れ
た
の

で
、

開
拓
前
線
の

東
漸
に

即
し

て

　
塩
場
近
く
に

立
地

す
る

こ

と

に
な
っ

た
。

そ
れ
に

対
し

唐
代
で

は、

塩

　
監
は

塩
を

保
管
す
る
と
と

も
に
塩

商
の

到
来
を
待
っ

て

塩
税
を
徴
収
す

　
る

機
関
で

あ
り、

消
費
市
場
と
近

接
し

て

い

る

こ

と

が

立
地
を
決
め

る

　
大
き
な

条
件
で

あ
っ

た
。

（

38
）

　
外
山
軍

治
「

唐
代
の

漕

運
」

『

史

林
』

一

＝
一

−
二

（

一

九
三

七

年
） 、

　
全
漢
昇
『

唐
宋
帝
國
與

運

河
』

（

一

九
四

六

年
、

上
海
商
務
印

書
館
V 、

青

　
山
定
雄
『

唐
宋
時
代
の

交
通
と
地
誌
地

図
の

研

究
』

（

一

九
六
三

年、

吉

　
川
弘

文
館
）

。

三

三
（

一
七
九

）
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唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

（

39
）

　
唐
代
中
期
に

通
商
法
を

始
め

た

劉
晏
が
、

そ
の

塩
政
改
革
の

初
め

　
に

着
手
し

た

の

が
沐

河
の

浚
渫
・

復
旧
で

あ
っ

た
（

『

旧

唐
書
』

巻
【

二
「

　
三

劉
晏
伝
な

ど
）

。

ま
た

李
巽
は、

塩
院
（

巡
院
・

塩

監
）

が

設
け
た

商
税

　
徴
収
用
の

二

ニ

ケ
所
の

堰
隷
を

廃
止

し
て、

塩
商
の

流
通
を
阻

害
す
る

　
こ

と

を
除
い

て

い

る

（

『

冊

府
元

亀
』

巻
四

九

七

邦
計
部、

河

渠
二、

憲
宗
元

　
和
三

年
正

月
の

条
）

。

（

40
）

宝
暦
二

年
（

八
二

六
）

に

塩
鉄
転
運
使
王

播
は
、

従
来
揚

州

城

内

　
を
通
っ

て

い

た

漕
河
が

瀞
塞
し

や

す
い

の

で、

城
南
か

ら

城
東
を
め

ぐ

　
る

新
運
河
を

開
浚
し

た
（
『

唐
会

要
』

巻
八

七

漕
運
）

。

新
た

に

開
か

れ

た

　
こ

の

運
河
は
、

揚
州
城
東
北
部
で

従
来
の

大
運
河
に

繋
が

り
、

さ
ら
に

　
そ
の

東
部
で
、

海
陵
監
か

ら

延
び
る

運
塩
河
と

連

結

す

る

（

安
藤
更

生

　
『

鑑
真
大
和
上

伝
之
研
究
』

（
一

九
六

〇

年、

平
凡

社
）

第
一

図
揚
州
近
郊
形
勢
図

　
三

七
ニ

ー
四

頁
参
照
）

。

（

41
）

　
『

旧
五

代
史
』

巻
一

四
六

食
貨、

後
周

顕
徳
二

年
（

九
五

五
）

、

『

宋

　
会
要
』

食
貨
二

三
の
一

八
。

（

42
）

　
掘
溝
に

関
し
て

は
、

小

野
勝
年
『

入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の

研
究
』

　
（

【

九
六

四

年
、

鈴
木
学
徳
財
団
）

第
一

巻

＝

三

頁
註
（

4
）

を
参
照

。

（

43
）

　
斯
波
義
信
「

宋
代
明
州
の

都
市
化
と
地
域
開
発
」

『

待
兼
山

論
叢
』

　
三

（

｝

九
六

九

年
V

。

（

44
）

　
以
下
の

杜
甫
の

詩
は、

日
野
開
三

郎
『

続
唐
代
邸
店
の

研
究
』

四

　
〇
四

ー
五

頁、

五

四

六

頁
註
5
で

既
に

紹
介
さ
れ
て

い

る
。

（

54
）

　
杜
甫
の

詩
の

製
作
年
代
は

、

清
・

仇
兆
鰲
『

杜
詩
詳

註
』

に

依
る

。

（

46
）

　
『

漢
書
』

地
理

志
。

（

47
）

　

田
秋
野

・

周
維幽
児

『

中・
華
塩
業
史
』

（

一

九
七

九

年、

台
湾
商
務
印
書

三
四
（

天
O
）

　

館
）

七
五、

八

二

頁
。

（

48
）

『

初
学
記
』

巻
八

江
南
道

、

塩
田
に

引
く
『

輿
地

志
』

。

（

49
）

　
藤
井
宏
註
（

19
）

論
文
二

二

！
三

頁
の

註
（

27
）

を
参
照。

（

50
）

　
宋
代
に
お

け
る

江
淮
の

製
塩
技
術
に

関
し

て

は
、

吉

田

寅
「

『

熬

　
波
図
』

考
」

 
 
 
『

東
京
学
芸
大
学
附
属
高
校
研
究
紀
要
』

 

四、

　
　
一

五
、

　冖

六
（

一

九
七

七、
［

九
七

八

年
）

。

（

51
）

　
本
田
治
「

宋
・

元

時
代
の

浙
東
の

海
塘
に

つ

い

て
」

『

中
国

水

利

　
史
研
究
』

第
九

号
（

｝

九
七

九
年
〉

。

（

52
）

　
宋
代
の

製
塩
地
に

お

い

て、

塩
田

造
成
・

煮
塩
燃
料
切
り

出
し
に

　
雇
傭
労
働
の

用
い

ら
れ
た
こ

と

は
、

吉
田

寅

註
（

50
）

「

『

熬

波

図
』

　
考
」

ω
五、

二

三

頁
を

参
照。

（

53
）

　
塩
専
売
の

始
ま
っ

た

際、

製
塩

労
働
力
と
し

て

流
民
が

集
め

ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
む

　
た

こ

と
は、

『

旧
唐
書
』

巻
四

九
食
貨
に
「

其
舊
業
戸
泊
浮
人
欲

以

鹽

　
爲
業
者、

冤
其
雜
役、

隷
鹽
鐵
使
」

と

あ
り、

ま
た

『

新
唐
書
』

巻
五

　
　
　
　
　
　
む

　
　
む

　
四

食
貨
に

「

遊
民

業
鹽
者、

爲
亭
戸、

菟
雑
徭
」

と

あ
る
こ

と
よ

り
知

　
ら
れ
る

。

（
54
）

　
金
井
之
忠
「

唐
代
の

銭
貨
問
題
」

『

文
化
』

四

ー
三
（

一

九
三

七

年
）

　
四

六

−
七、

五

九

頁、

彭
信
威
『

中
国
貨
幣
史
』

第
四
章
唐
代
的
貨
幣

　
（

一

九

五

八

年、

上
海
人

民
出
版
社
）

。

（
55
）

　
塩
鉄
使
は
八

世
紀
後
半
か

ら
九

世
紀
前
半
に
か

け
て

鋳
銭
事
業
に

　
携
わ

り、

市
揚
へ

の

小
額
貨
幣
（

銅

銭
）

の

供
給
を
は

か
っ

て

い

た

と

　
思
わ
れ
る

。

塩
専
売
を
始
め

た

第
五

碕
は
、

鋳
銭
使
を
兼
ね
て

貨
幣
を

　
新
鋳
し

て

い

る

し、

劉
晏
も

鋳
銭
使
を
兼
ね
て

幣
制
を
整
理
し

て

お

り
、

　
劉
晏
塩
政
時
を

上
回
る

塩
税
収
益
を

あ
げ
た
李
巽
は、

槨
州
の

桂
陽
監
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を

復
置
し
て

銅
銭
増
鋳
を

行
っ

て

い

る

（

『

旧

唐
書
』

巻
四

九

食
貨、

U°

　
目

註
8
『
o

嘗

註
（

1
）

箆
蕊

§
鼠

ミ

ト
栽

§
馬

ミ
物

ミ
ミ
篤

§

§
職

ミ

き
恥

→、

§
喚

　

ミ
嵩

蕊
骨

嘗

ゆ

り）
。

塩
鉄
使
は

、

管
下
の

塩
税
徴
収

機
関
を
通
じ

て

塩

　

商
か
ら

銅
銭
を
納
め
る

と

同
時
に、

鋳
銭
監
で

銅
銭
を

鋳
造
し

て
、

塩

　

専
売
施
行
の

基
礎
と

な
る

貨
幣
経
済
の

進
展
に

努
め

て

い

た
の

で

あ
る

。

（

56
）

『

旧

唐
書
』

地

理
志
の

戸
口

数
の

う
ち、

江
淮
海
塩
の

流
通

し

た

　

淮
南
道、

江

南
道、

お

よ
び

河
南
道
と
山

南
道
の

一

部
（

図
5
で

記
し

　
た

河

中
池
塩

行
塩
区

、

井
塩
流
通
圏
な
ど

か

ら

推
定
）

の

人
ロ

約
一

七

六

五

　
万
人
を
も
と
に

す
る

。

（

57
）

　
韓
愈
の

文
集
に

は

二

件、

〔

張
〕

平
叔
請
定
鹽
價
毎
斤
三

十

文
。

　
又
毎
二

百
里

毎
斤
價
加
収
二

文、

以

充
脚
價

、

量
地

遠
近
險
易、

加
至

　
六

文
。

脚
價
不
足

官
與
出

。

名
爲
毎
斤
三

十
文、

其
實
巳
三

十
六

文
也

。

　
今
鹽
價
京
師
苺
斤
四

十
、

諸
州
則
不
登
此

。

變
法
之

後、

祗
校
數
文
於

　
百
姓、

朱
有
厚
利
也
」

と

あ
り、

官
売
法
を
主
張
す
る

張
平
叔
は
、

市

　
場
塩
価
の

基
準
を
｝

斤
三

〇
文
と
し、

二

〇
〇
里
ご

と
に

輸
送
費
二

文

　
を
加
え
て
三

六

文
を
塩
価
の

上
限
と
し

て

い

る
。

こ

れ
に

対
し

韓
愈
は
、

　
そ
れ
で

は

実
際
の

塩
価
は
」

斤
三

六

文
と
な

り、

現
状
の

市
場
塩
価
と

　
大
差
な
い

と

反
論
す
る

。

そ
の

際、

当
時
の

京
師
の

塩
価
が
一

斤
四

〇

　
文
で

他
の
一

般
州
県
は

そ
れ
よ

り
低
価
で

あ
る

と

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

　
そ
こ

で、

こ

れ
ら
の

点
か
ら、

仮
り
に

河

中
池
塩
の

平
均
塩
価
を
一

斤

　
三

八

文
と
し

て

み
た

。

（

58
）

　
『

朱
文
公

校
昌
黎
先
生

集
』

巻
四
〇

論
変
塩
法
事
宜
状

で

は
、

一

　
人

ご
目

の

塩
消
費
量
が

約
四

〇
グ
ラ
ム

£

五

分
の
一

斤
）

と

推
算
さ
れ

　
て
い

る

が、

こ

れ
で

は

多
す
ぎ
る

の

で
、

こ

こ

で

は

採
用
し

な
い

。

唐
代
後
半
期
に
お

け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

（

59
）

　
一

日
一

〇
グ
ラ
ム

の

揚
合
は

左
の

計
算
の

と
う

り
で

あ
る

。

　
　
Q。
 
Q 。

O
（
司

〉
馴

首
藩

蕊
賻
靉
臨
囲
 

〉
ロ
）

×

 

（

熱
W

撤
翻

賍
隷

躍
卸
）

x

　
O．
O
ω
Q。

（

躪
田

畍
顛
o
相
誼

哥
細
躋
自
）

十
〇。

O
虧

（
司

躪
甲

岳
弼

躋
懿
》
蹄
）

（

60
）

　
塩
鉄
使
管
下
の

塩

税
徴
収
は
、

江
淮
海
塩
流
通
圏
以
外
の

党
鄲
・

　

嶺
南
・

峡
内
で

も

行
わ

れ
て

い

た
（

『

冊
府
元
亀
』

巻
四

九
三

邦
計
部、

山

　
沢
）

が
、

塩
税
徴
収
の

主
体
と
な
っ

た

の

は

代
表
的
な
塩
監
の

集
中

す

　
る

江
淮
で

あ
っ

た
の

で
、

全
盛

期
の

江
淮

塩
税
収
入
は
六

〜
七

〇
〇
万

　

貫
に

達
し

て

い

る
と
し

た
（
図
1
参
照
）

。

（

61
）

清
代
に

お

い

て

は、

塩
消
費
量
の

少
な
く
と
も

半
分
は

私
塩
に

依

　
存
し

て

い

た

と

い

わ

れ
て

い

る

（

佐
伯
富
『

清

代
塩
政
の

研
究
』

東
洋
史
研

　
究
会、

一

九
五
六

年、
一

〇
三

ー
六

頁
参
照
）

。

（

62
）

　
輸
送
費
の

か
さ
む

揚
子
江
中
流
や

、

河
中
池
塩
と
山

東
の

海
塩
の

　
産
塩
地
に

隣
接
し

た

河

南
の

通
済
渠
流
域
は、

お

そ
ら
く
私
塩
が

多
発

　
し

て

い

た

と
思
わ

れ
る

。

後
者
の

地
域
の

私
塩
に

関
し

て

は、

高
橋
継

　
男
註
（

4
）

「

唐
代
後
半
期
に

お

け
る
巡

院
の

地
方
行
政
監
察
業

務

に

　
つ

い

て
」

五

三

ー
四

頁、

註
（

37
）

が

参
考
に

な
る

。

黄
巣
の

乱
は

、

　
こ

の

地
域
を

中
心
に

発
生
し

た
。

二

七

頁
図
8
を
参
照

。

（

63
）

　
拙
稿
註
（

5
）

二

〇
〇
i

一

頁
。

（

64
）

規
格
化
さ
れ
た

官
製
の

煮
塩
器
具
で

あ
る

牢
盆
の

存
在
は

唐
代
に

　
も
認
め

ら
れ
る
（
藤
井
宏
註
（

19
）

一

八

i
二

五

頁
）

。

（

65
）

　
『

冊
府
元

亀
』

巻
四

九
三

邦
計
部、

山

沢、

元
和
八

年
四

月
の

条
。

（

66
）

　
拙
稿
註
（

5
）

二

〇
〇
1
一

頁
。

（

67
）

　
『

文
苑
英
華・
』

巻
四

二

三

会
昌
二

年
翰
林
制
詔、

『

樊
川
文
集
』

巻

　

＝
二

上
塩
鉄

裴
侍
郎
書、

日

野
開
三

郎
『

続
唐
代
邸
店
の

研
究
』

六
二

三

五
（

一
八一
）
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唐
代
後
半
期
に

お

け
る

江
淮
塩
税
機
開
の

立

地
と

機
能
（

妹
尾
）

　
八

−
三
一

頁
。

（

68
）

　
拙
稿
一

八

六

ー
一

九
六

頁
。

　
　

・

（

69
）

　
『

文
苑
英
華
』

巻
四
二

〇
翰
林
制
詔、

大
中
十
三

年
（

八

五

九
）

十

　
月

九
日
嗣
登

宝
位
赦
編
制
な
ど

。

巡

院
の

招
商
官
に

関
し

て

は、

藤
井

　
宏
（

19
）

二
一

−
三

頁
参
照。

A74

）

A 　　A 　　A 　　A

73　72　71　70
）　 　 ） 　 　 ） 　 　 ）

　
切
ら
れ

た
江

淮
沿

海
部
側
の

デ
ル

タ
低
湿

地
を
指
す

。

　
い

て

は、

　
宋
時
代
の

行
政
・

経
済
地
図
の

作
製
研
究
成
果
報
告
書
』

に

従
っ

て

い

　
る

。

（

75
）

　
本
文

＝
ハ

頁
の

新
漕
渠
の

事
例
を

参
照。

（

76
）
　
唐
代
の

都
市
に

お

け
る

卸
売
・

小

売
機
能
の

分
化
の

状
態
を

詳
し

　
く

知
る

こ

と
は

難
し

い

が、

専
売
施
行
時
に

は
、

密
売
買
の

私
塩
を

保

　
管
し

販
売
す
る

坊
市
の

居
停
・

主
人
の

語

も

見
え
（

『

新
唐
書
』

巻

五
四

　
食
貨、
『

冊
府
元

亀
』

巻
四

九
四

邦
計
部、

山

沢
、

宣
宗
大
中
元
年
閏
三

月
の

条

’

な
ど

）

、

塩
を

取
扱
う

都
市
の

卸
売
機
構
の

存
在
が

推
定
で

き

る
。

大

　
都
市
で

は
塩
を

専
門
と

す
る

塩
問
屋
が

存
在
し

て

い

た
だ

ろ

う
。

但
し
、

　
主

要
な

製
塩
地
を

把
握
し
て

い

た

の

は

政
府
の

専
売
機
関
で

あ

り、

都

　
市
め

塩
問
屋
の

商
取
引
き
の

規
模
は
、

客
商
で

あ
る

塩

商
と

連
繋
す
る

　
こ

と

で

初
め
て

大
き
く

成
り

得
た

と

思
わ

れ

る
。

通
商
法
の

も
と
で

、

日
野
開
三

郎
註
（

18
）

「

唐
代
便
換
考
」

。

高
橋
継
男
註
（

4
）

「

唐
代
の

地
方
塩
政
機
構
」

三

二

頁
。

横
山

裕
男
註
（

12
）

「

唐
代
の

塩
商
」

。

田
秋
野
・

周
維
亮
註
（

47
）

『

中
華
塩
業
史
』

一

五
　

頁
。

江
淮
下

部
デ
ル

タ
と
は、

大
運
河、

淅
東
河
の

横
断
に

よ
っ

て

区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

の

概
念
に

つ

　
　
斯
波
義
信
「

宋
代
江
南
の

水
利
と

定
住
に
つ

い

て
」

・
『

唐
・

一
二

六
（

一
八
二

）

流
通
を

担
う
塩
商
が
唐
代
後
半
期
随
一

の

巨

商
に

成
長
し

た

の

は
、

塩

　
の

流
通
を
担
当
す
る

政
商
と
し

て

種
々

の

特

権
が

与
え

ら

れ
て

い

た
こ

　
と
と

同
時
に、

消
費
市
場
で

の

都
市
塩
問
屋
が
比

較
的
小
規
模
で

あ

り、

卸
売
機
構
の

存
続
に

塩
商
が

不
可

欠
の

存
在
で

あ
っ

た

と

い

う
点
が

考

　
え
ら
れ

る
と

思
う

。

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

民

間
の

卸

売

機

構
・

客

　
商
・

政
府
の

流
通

機
関
と
の

相
関

関
係
に

つ

い

て

今
後
よ

り

詳
細
に

検

　
討
し

て

ゆ
き
た
い

と

考
え
て

い

る
。

（

77
）

　
日

野
開
三

郎
『

続
唐
代
邸
店
の

研
究
』

三

六

ー
七
、

二

〇
三

−
六

頁
。

（

78
）

産
塩
地
の

限
ら
れ

た

数
の

専
売
機
関
に、

租

税
収
入
に

匹

敵
す
る

　
額
の

塩
税
が

収
納
・

保
管
さ
れ
る

の

で

あ
る
か

ら
、

こ

の

富
を
地

方
財

　
政
に

く
り
入
れ
る

地
方
分
権
勢
力
の

台
頭
は

充
分
予
想
さ
れ
る

、

こ

れ

　
に

対
し

政
府
は、

専
売
徴
収

機
構
を

租
庸
調
や

両
税
の

徴
収

機
構
と
は

　
別

系
統
に
し

て

卅

県
の

行
政
と

は

独
立
さ
せ
、

巡

院
・

塩
監

・

塩
場
を

　
国
家
行
政
組
織
の

出
先
機
関
と
し

て

中
央
に

直
結
し、

塩
税
の

徴
収
・

　
輸
送
を
円

滑
に

行
お

う
と
し
た
（

拙
稿
註
（

5
）

二

〇
〇

1
六

頁
）

。

に

も

　
か
か

わ

ら
ず、

浙

西
観
察
使
李
鋳
が

塩
鉄
転

運
使
を

兼
ね
て

塩
税
を

横

　
領
し

て

財
を
築
い

た

よ

う

に
（

『

旧

唐
書
』

巻
一

＝
　、
『

新
唐
書
』

巻
ニ

ニ

　
四

上
李
鋳
伝
な

ど
）

、

塩
税
徴
収
機
関
を

管
下
に

抑
え
た

地
方
権
力
が

力

を

蓄
え

る
こ

と
を

防
ぐ
こ

と
は

難
し

か

っ

た
。

こ

の

難
点
は、

塩
税
の

　
納
入
に

塩
鈔
の

使
用
が

通
常
化
し、

納
税
地
が

首
都
や、

国
の

統
制
し

　
や

す
い

地
に

設
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た

宋
代
に

至

る

と

緩
和
さ
れ

る
。

（

79
）

　
『

新
唐
書
』

巻
一

八

二、

盧
商
伝、

『

冊

府
元
亀
』

巻
四

九
四

邦
計

　
部、

山

沢、

開
成
二

年
三

月
乙

酉
の

条
。
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む
　
　ロ

補
註
（

1
）

　
『

唐
陸
宣
公

翰
苑
集
』

巻
四

「

議
減
鹽
價
詔
」

に
は
、

「

應
江
淮

　
并

峽
内
権
鹽、

宣
令
中
書
門

下
及
度
支
商
議
裁
減
估

價、

兼
釐
革
利
害

、

　
速
具
條
件
聞
奏
」

と

あ

り、

峽
内
で

も
専
売
価
格
が

設
定
さ

れ
て

お

り、

　
江

淮
海
塩
・

河
中
池
塩
・

峽
内
井
塩
の

産
塩
地
で

そ

れ
ぞ
れ

専
売
価
格
が

　
設
定
さ
れ
、

塩
税
が

徴
収
さ
れ
て

い

た
。

　
（

2
）

　
唐
代
後
半
期
に

は、

統
一

専
売
価
格
の

設
定
地
域
（

江

淮
）

以
外
の

、

河
南
道
・

嶺
南
道
で

も

海
塩
の

塩

税
が

徴
収
さ
れ

て

い

る

（

『

冊
府
元
亀
』

　
巻
四

九
四

邦
計
部

、

山
沢
）

が
、

統
一

専

売
価
格
の

設
定
さ
れ
る

地

域、

す

　
な

わ

ち

江
淮
が

主
要
な

塩
税
徴
収
地
で

あ
っ

た
こ

と
は

疑
え
な
い

。

内
陸

　
非
産
塩
地
へ

塩
が

官
運

さ
れ

る

場
合
は、

運
塩
費
の

出
費
に

応
じ

た

数
段

　
階
の

塩
価
の

設
定
が

不

可
欠
で

あ
る

。

長
慶
二

年
（

八

ニ

ニ
）

に

出

さ

れ

　
た

張
平
叔
の

官
売
法
施

行
論
（

河
中

池
塩
・

蜀

井
塩

流
通
圏
を

対

象
）

に

は、

　
運

塩
費
に

応
じ

た

四

段

階
の

塩
価
の

設
定
が

計
画
さ
れ

て

お
り

（

『

朱
文
公

　
校
昌

黎
先
生
集
』

巻
四
〇
） 、

北
宋
官
売
法
下
で

は、

河
中
塩
が

三

段
階、

　
海
塩
が
二
一

段
階
に

も

塩
価
が

設
定
さ
れ
て

い

た
（

『

宋
史
』

巻
一

八
一

食
貨

　
下

、

塩
上
）

。

（

3
）

　
新
亭
監
の

名
は
、

『

歴
代
名
画
記
』

巻
一

〇
王

黙、

『

太
平
広
記
』

巻一

二

三

画
四
、

顧
況
（

出
『

尚
書
故
実
』

∀

に

も

見
え
る

。

（

4
）

　
『

旧

唐
書
』

巻
四

八

食
貨
上
に

は
、

「

玄
宗
幸
巴

蜀、

鄭
防
使
劍
南、

　
む

　

　

む

　
　
む

　
　
む

　

　
む

　

　む

請
於
江

陵
税
鹽
麻
以
資
國、

官
置
吏
以
督
之
」

と
あ

り、

安
史
の

乱
に

際

し、

玄

宗
が

蜀
へ

逃
れ

た

時、

江
陵
に

お

い

て

江
淮
海
塩
と
麻
（

蜀
の

麻
）

に

商
税
を
課
す
る
こ

と

が

上

請
さ
れ

た
。

（

5
）

　
こ

の

よ

う
な

取
引
節
約
の

原
理
は
、

卸

配
給
の

総

取
引
極
小
の

原

理
（

質
冒
島

皀
OOh

巨
巳
日
苣

日
け

O
仲

鉱

耳

目
ω

畧
藏
O
ロ
ω

）

と
よ

ば

れ、

言
錠・

ひq

ミ
卑

国
p

ロ

著、

片
岡
一

郎
訳

『

商
業
の

経
済
理
論

t
商
業
の

経

済

学
的

分
析

1
』

（

東
洋
経
済
新
報
社、

一

九

五
七

年
）

一

〇
八

頁
で

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

卸
売
業
者
が

介
在
す
る

こ

と
で、

流
通

費
が

節
約
さ
れ
る

こ

と
が

考
え

ら
れ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

大
阪
大

学
大
学
院
生
・

文
学
研
究
科
）

　
本
稿
は、

一

九
八

〇
年

秋
の

史
学
会
で

口

頭
発
表
し

た

内
容
を
も
と
に

ま
と
め
た

も
の

で

あ
る

。

当
日

出
席
さ
れ
て

有
益
な

御
意
見
を
お
よ
せ
下

さ
つ

た

諸
先
生
諸
氏
に

感
謝
す
る

次
第
で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

The 　Hlstorloal 　Soolety 　of 　Japan

唐
代
後
半
期
に

お
け
る

江
淮
塩
税
機
関
の

立
地
と

機
能
（

妹
尾
）

三

七
（

天
三

）
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 The  LocatiQ,n and  Function of.G.,overn.m.  ept  .

    .Salt  Agencies in the.Chiang-huai..(ZE?tE)'

      Region in the-Late  T'ang Period t
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  In this paper  I describe the  local salt monopQly  system  ,in south-

eastern･China  (Chiang-huai lme) which  accotinted  more  than

70%  of  the total income of  the  salt  monopoly  tax, and  intend to

explain,  the-cause  Qf the  success,  of. -the -TT4ng
 sgl.t.mopopoly  in

relation  .to the locatl'op q.nq functiop. aj..Ig,cal g,iopopply,,qg,encies.
  The  period  ftg.ni' 8'th to 12th gentury A. D. was  a ipajor  tgrning point

in Chines6 higtory. Large scale  niigratibrfto'`south China, e'xploitai-

tion of  marginal  areas,  and  development of'cominetcial･orghnization,

were  cb4rqgteTistic  featyres of  the  period. These changes  were  re-

flected in the  state  tax  system.  During  this period, the  T'ang direct

tax  was  changed  .from  tbe tsu-ypng,Ttiao (N.ts, as). tax  .system,to

the  liangshui (ilgst). .tax 
$y$tem.  ,Wigh  this retorm,of.  the gld tax

system,  cgmrper.cial  indirect taxe.s appeared,  .and  thq sa,lt mpn. opoly

tax eln. ergeq  ag  the.ip.Q.st･ import,an.t.levy,which. .tor;r,Ied  50%  .of

state  tax  income. The  salt  monopoly  tax  was  maiplyr,!evie,d  by  IQcal

monopoly  agencies  (hsUn-ydan msve, yen-chien  zaee and  yen-£ h"
ang  igza) w,hich were  located in s.alt p;oducting ;,egiQns:
. The. monopoly  gained its income  thrpugh.  a, paonopoly price. I

would  like, ･to explain  two.ceasons  for .the success  pf,the,salt  mo-

nopoly  by..analyzing the  salt  monopply..price.,  , . .

  The  first is t.he IQc4tion of  the salt agencies.  When  the  salt  mo-

nopoly  was  in operation  in 8th century  in the, 9hiang-huai (ZEve)
region,  this region  was  one  of  ,the. rnost  ･pro$perous,  cQmmercialized

regions  with  4 large population  and  a  fertile･,land, developping money

economy.,  and  a  wide  range  pf water  transport･ system..･The  main.

,monopoly  ,agencies  ,were  concentrated  in this region..  This･･is .th.e rea-

son  why.it  was.･ea$y  tQ e$tablish  and  maintain  a  monopoly  price

-

AoxEUv

,1
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which  was  to be a  standard  price in Chian-huai (2Zva) expressed

m  copper  colns.,

  The  second  reason  is the functiori of  tthe salt agerrcies.  Lecal sa-

lt agencies,  located in the  Chiang-huai (1]:me) salt  
･producting

 ar-

ea, functioned as'a  government  al wholesaler  and  
,controlled

 the

distribution of,salt.  This was  the reason  why  such  a high salt

monopbly  price was  able  to  be fixed. 
'

  In short,  monopoly  price polidy was  able  to be garried out  becau-

se of  the loc4tion and  function of  the government  salt agencies.

      /t

Le moUvement  des seigneurs  locaux et  la

puissance deS comtes  de Champagrte dans
la Bourgogne septentrionale  : Bat-sur-Aube
            .

et ses. envlrons  , 
･

                    
''

 Par SetSuo M7atanabe

ko4e

  Le thbme  de cet  article, c'est  de m'ettre  en  lumibre le processus
de 1'aecumulation des pouvoirs 

'chez

 des Princes, c'est-a-dire  cetui  de

lti formati6n de "la

 principaut6 tetritoriale 
"
 ptoprement  dite, qui

6tait la condition  pr61iminaire  de 1"e'tabllsgement de 
"la

 moharchie
                                     t .t  t

f6odale" depuis le 'd6but  du  rbgne  de Phi!ippe ll b la fin du  m"
                    t . t             '

sibcle. 
'
 

'
 

''

  On  retra'cel les 6v6neinents qui' pt6sident a la formation terri-

toriale du pouvoir des comtes  de 
'Champagne

 et  
'de

 Troyes qui se

placent au  premier  plan parmi  desi puissants lai'cs du  Nord  de la

France. Notre choix  s'es't port6 sur  la aeuxibme moiti6  de 1'epoque

de 
"1'anarchie

 f6odale 
"
 (v.'1075-v. 1150), et'sur  la moiti6  o'rietitale

de la Bourgogne septenttionale.

  A  la diff6rence ,des  6tudes traditionnelles  qini placent au  centre

de ses  pr6occupations  des issues'du pouvoir Public' carolingieri  en

-faisant･  attention particulibre 
'aux

 pouvoirs juridiction･nels, nous

cohsid6rons  le pouvoir  conirrte'  celui  formE  sous  les conditions'histori-'

ques, propres a telle ou  telle 6poque et  a telle ou  telle r6gion.


